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加茂ノ洞B遺跡の調査は、箱根西麓から愛鷹南麓を通過する東駿河湾環状道路建設工事に伴い実施さ

れた。本遺跡が立地する箱根西麓は、黒耀石の原産地を箱根・伊豆に控え、旧石器時代から縄文時代に

かけての多くの遺跡が確認されており、全国的にも注目を集めている地域である。すでに当研究所が東

駿河湾環状道路関係で調査を実施した焼場遺跡・下原遺跡でも多くの成果をあげていることから、本遺

跡に対しても大いに期待が寄せられた。

検出された遺構・遣物の中でも、特筆されるのが、約27，000年前のものと考えられる17基の土坑であ

る。これらは、形態や規模がよく類似しており、また、規則性をもたせながら二列並行して配置してい

る点など、当時の集団が明らかにある意図を持って構築したと考えられる。山田川を挟んだ南側の尾根

に立地する下原遺跡や初音ヶ原遺跡群からも、同時期の土坑が規則的に配置されていることが報告され

ている。今後、これらの検出例と関連させて、構築目的のみならず集団の行動形態にまで及んだ検討が

深まることを期待している。また、礫群や石器ブロックを除くと、旧石器時代の遺構の検出例は全国的

にも稀少な中で、遺構密度が高い本遺跡の報告資料は、貴重なものになると考える。

調査ならびに本書の作成にあたっては、建設省・三島市教育委員会をはじめとする関係機関各位に多

大なる援助・協力を受けた。この場をお借りして深くお礼申し上げる。また、現地調査・資料整理に参

加された多くの方々の労をねぎらいたい。

平成　8　年3　月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎　藤
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仁1

1本書は静岡県三島市沢地字河洞に所在する加茂ノ洞B遺跡の発掘調査報告書である。

2　調査は、平成5年度に実施した第1次調査の結果を受け、平成6年度東駿河湾環状道路建設工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、建設省中部建設局沼津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委

員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成6年4月から平成7年3月ま

で現地調査を実施した。

3　加茂ノ洞B遺跡の資料整理は、平成7年4月から平成8年3月まで実施した。

4　調査体制は、以下のとおりである。

平成5年度（第1次調査）

所長　斎藤　忠、常務理事　鈴木　勲、調査研究部長　植松章八、

調査研究三課長　佐野五十三、調査研究員　伊林修一・横山秀昭・小野千賀子

平成6年度

所長　斎藤　忠、常務理事　鈴木　勲、調査研究部長　小崎章男、

調査研究四課長　橋本敬之、調査研究員　横山秀昭・瀬戸俊昭

平成7年度

所長　斎藤　忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭、調査研究部長　小崎章男、

調査研究四課長　橋本敬之、調査研究員　横山秀昭

5　本書の執筆は、横山秀昭が行い、遺物写真撮影は、湊　嘉秀が行った。

6　黒耀石の原産地分析は、国立沼津工業高等専門学校の望月明彦氏の御指導のもと、横山秀昭が実施

した。

7　調査では次の方々・団体に御指導、御助言を賜った。厚くお礼申し上げる。（敬称略）

芦川忠利　池谷信之　長田　実　鈴木忠司　鈴木敏中　瀬川裕市郎　辻本崇夫　向坂鋼二

望月明彦　山下秀樹　三島市教育委員会

8　発掘調査資料は、すべて静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。

9　本書の編集は静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。



凡 例

本書の記載については、以下の基準に従い統一を図った。

1　グリッドは、国家座標に則り設定した。

2　出土遣物は、10m方眼のグリッドごとに通し番号を付して取り上げた。

3　石器の実測は、原則として第三角投影図法に拠った。

4　出土遣物実測図の縮尺は、基本的に石器4／5、土器1／2、礫石器1／3で掲載した。

5　遺物の出土位置については、一覧表内に座標で明記した。座標はF9グリッド杭を（Ⅹ・Y）＝（0・0）

とし、南北方向をⅩ軸に、東西方向をY軸にとった。

6　土層の色調は、新版『標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修1992）を使用した。

7　本文中・挿図中の表記は以下のとおりである。

層名 石材名 黒耀石原産地

Y L U　　 休場層上層 B B Ⅱ　　 第 Ⅱ黒色帯
O b ．　　　　 黒耀石 H T J　　 畑宿

Y L M　　 休場層 中層 S C Ⅱ　　 第 Ⅱスコ リア
C h ．　　　　 チ ャー ト

A n d ．　　　 安山岩

K M T　　　 上多賀

Y L L　　 休場層下層
層 K S W　 ．柏峠

B B O　　 休場層直下黒

色帯

S C I　 第 I スコ リア

層

B B Ⅲ　　 第 Ⅲ黒色帯 B ． A n ．　　 黒色撤密 K R M　　　 霧 ヶ峰系

T T S　　　 蓼科系

W D T　　　 和田峠系

K O Z　　　 神津島系

S C Ⅲsl　 第 Ⅲスコ リア 安 山岩

帯 スコ リ．ア 1 G r ．　　　　 凝灰岩

S C Ⅲb 1 第 Ⅲスコ リア

帯黒色帯 1

S C ⅢS4　 第Ⅲス コリア

S h ．　　　　 頁岩

B B I　 第 I 黒色帯 S a d ．　　　 砂岩

N L　　　　 ニセローム 帯スコ リア 4 B a s ．　　　 玄武岩
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第I章　調査の概要

第1節　調査に至る経過

静岡県三島市は、県の東部、伊豆半島の付け根に位置し、古くから東海道に於ける東西交通の接点と

して重要な役割を担い、同時に、箱根・伊豆・富士という一大観光地への拠点として栄えてきた。近年

の人口増加に伴い、住宅化が進み、振興住宅地が丘陵地や山間部にまで造成されている。人口増加は即

ち車両増加に繋がり、加えて、市内に於ける主要幹線道路である国道1号線、136号線、主要地方道が市

街地内で接続されているため、慢性的な交通渋滞が発生し、市民生活のみならず経済活動にも少なから

ず影響を及ぼしてきた。これを解消するためにバイパスの建設や国道の2車線化が行われてきたが、三

島市内の渋滞はさほど解消されず、効果のほどは今一つであった。東駿河湾環状道路の建設は、この混

雑の緩和と経済発展等を目的として計画された。路線は、沼津市岡宮から愛鷹南麓・箱根西麓を通過し、

函南町平井に至る総延長15．0kmの片側2車線の道路である。

愛鷹南麓・箱根西麓は旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が集中する地域であり、愛鷹南麓では

約40箇所、箱根西麓では約60箇所の遺跡調査が実施され成果をあげているが、当該地域の開発行為は増

加の一途を辿っていることから、今後相当数の遺跡が確認されることが予想される。この東駿河湾環状

道路の路線内の各台地上にも多くの遺跡が存在する可能性があるため、平成2年9月に三島市教育委員

会により予定路線内の遺跡確認踏査が行われ、周知の遺跡を含んだ31箇所の遺跡が確認された。このう

ち周知の遺跡である加茂ノ洞B遺跡は11地点にあたる。

平成4年度に委託者である建設省中部建設局沼津工事事務所と静岡県教育委員会文化課による協議を

経て、平成5年5月6日から6月24日まで第11地点（加茂ノ洞B遺跡）と第12地点の第1次調査を合わ

せて行い、このうち加茂ノ洞B遺跡については、平成5年5月26日から6月24日まで調査を実施した。

調査の結果、富士黒土層（FB層）から縄文時代早期の土器片が出土し、さらに第Ⅲスコリア帯黒色帯

1（SCⅢbl）直下に於いて、旧石器時代の土坑が1基検出されたことから、本調査が必要な旨を静岡

県教育委員会文化課に回答し、平成6年4月1日から本調査の準備を始め、4月21日から現地調査を実

施した。

第2節　調査の経過

1　現地調査の方法

調査開始当初は、1区のみが調査対象であったが、調査を進めていく過程で、畑作による撹乱を受け、

調査区に僅かに残存する程度であった縄文層が、南東部では比較的良好に堆積していることが確認され、

土器片の出土も多かったことから、私道を挟んだ東側の用地買収が済んでいる地域を調査対象とし、2

区と呼称した。加えて、1区の第Ⅲスコリア帯黒色帯1直下で検出された旧石器時代の土坑列が、調査

区を南北に縦断する形で、規則性を持って列状に配置されていることが確認されたことから、市道を挟

んだ南側も調査対象に加え、3区と呼称した。

グリッドは国土座標に基づき、1グリッドを10×10m方眼で設定した第1次調査時に設けたものをそ

のまま流用した。グリッド呼称は、東西方向をアルファベットで表し、西からF・G・H……とし、南

北方向は算用数字で南から5・6・7……とし、南西優位とした。
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※1区は平成5年度の調査結果

第1図　調査区グリッド配置図及び試掘坑・トレンチ設定図（1／1000）
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1区の調査方法は、地形確認のため東西方向・南北方向それぞれに1本ずつの土層帯を設定し、耕作

土を重機によって除去した後、縄文層から第I黒色帯（BBI層）上面までを全面精査した。BBI層以

下は、1グリッドに3×3mのテストピットを4箇所設定し、遣物や遺構が確認された時点で拡張する

方法をとりながら、それぞれ第Ⅲスコリア帯まで掘削した。その結果、第Ⅲスコリア帯黒色帯1（SCⅢ

bl）直下に於いて、第1次調査時に確認されているものと同時期と考えられる土坑が多数検出されたた

め、全域を第Ⅲスコリア帯まで重機によって掘削した。2区は、年度後半の11月下旬から約1カ月間第

1次調査を実施した。調査区内に2×2mのテストピットを5箇所設定し、それぞれ第Ⅲスコリア帯ま

で掘削した。遺構や遺物は確認されなかったが、本調査に於いて、1区同様に土坑の有無を確認するた

め、全域を第Ⅲスコリア帯まで重機によって掘削した。3区は、2区に並行して第1次調査を実施した。

調査区内に2×2mのテストピットを6箇所、2×25mのトレンチを1本設定し、テストピットは第Ⅲ

スコリア帯まで、トレンチは休場層直下黒色帯上面まで（2箇所第Ⅲスコリア帯まで深掘り）それぞれ

掘削した。調査区北半は、縄文層以下第Ⅲスコリア帯まで良好な土層の堆積状況が確認され、縄文層と

休場層上層（YLU層）に於いて遺物の出土を見たが、調査区南半は畑作による撹乱が第Ⅲ黒色帯（BB

Ⅲ層）にまで及んでおり、遣物の出土も見られなかった。したがって、本調査では、手掘りによる調査

は、時間的制約と遺物の出土状況から、調査区北半の縄文層とYLU層に限り実施し、休場層中層（YLM

層）以下は重機によって第Ⅲスコリア帯まで掘削することとした。

写真撮影は、中型カメラ（6×7判）1台、小型カメラ（35mm）3台を使用して行った。遣物の取り

上げにはトータルステーションを使用し、遺構・遺物の検出状況は、1／20の図面に記録し、必要に応じ

て1／10の図面を作成した。

2　資料整理の方法

平成7年4月から本書作成のための整理作業に入った。遺構については、図面の整理・検討を行った

後、トレース作業を行い、1／20及び1／40の縮尺で掲載している。出土遺物については、土器・石器・礫

の接合作業を行い、実測図の作成とトレース作業を行った。原則として土器は1／2、石器は4／5の縮尺で

掲載したが、個体が大型の場合は紙面の都合上縮尺率を変えてある。なお、出土した土器は図化できる

ものは全て掲載したが、礫は全て、石器は器種により掲載されていないものがある。また、黒耀石約140

点については、国立沼津工業高等専門学校の望月明彦氏の御指導のもと、調査員の責任において蛍光Ⅹ

線分析による産地同定を行い、この分析結果をもとに、個体別資料分類を行った。遺物写真は、本文の

あとに写真図版として掲載している。

実測が終了した遣物については、遣物カードを作成し、所内に保管する予定である。また、調査記録

写真は、フイルムの状態では退色、劣化が進行するため、フォトCDに置き換えて別途保存し、将来的

には、コンピュータを利用した画像検索システムを確立していく予定である。

3　現地調査の経過

（1）第1次調査

第11地点（加茂ノ洞B遺跡）（1，820粛）

国土座標に基づき、調査区内に10×10mのグリッドを設定し、2×2mのテストピットを11箇所設け、

必要に応じて拡張する方法をとった。調査区西側は、斜面崩落が激しく、表土から50cm程掘削したとこ

ろで中部ローム層中の三島パミスが認められたため、本調査の対象外とした。東側については、縄文層

が畑作による撹乱を受け、残りは良好でなかったが、YL層以下は比較的安定した堆積状況であり、縄文

土器片が10点、SCⅢ層で旧石器時代の土坑が1基確認されたため、本調査に至った。
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第12地点（4，470I迂）

調査区は第11地点の南側に隣接している。調査の主体となる南側は大部分が削平されており、地表面

には中部ローム層中のペアスコリアが露出している状況であった0地形確認のため2×51mのトレンチ

を北東から南西方向に1本、これに直交する2×21mのトレンチを北西から南東方向に1本設定し、前

者は三島パミスが確認されるところまで掘削した。後者は、表土直下で箱根新期軽石流相当と考えられ

る磯層に当たった。また、農道を挟んだ西部は小丘陵で、削平も受けていなかったため、遣物の出土を

期待して2×2mのテストピットを6箇所設定した。頂部付近は崩落が激しく、表土直下にSCⅢ層が認

められる状況であり、裾部はYL層から残存していたが、堆積状況は良好でなかった0項部については三

島パミスまで、裾部についてはSCⅢ層までそれぞれ掘削したが、遺構・遺物は検出されなかった0以上

の結果から、調査区内からは遺構・遣物は確認されないと判断し、本調査は実施しなかった0

第2図　第11・12地点試掘坑及びトレンチ設定図（1／2000）
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（2）本格的調査

1区　平成6年4月21日～平成7年3月31日（1，805Hf）

4月1日より安全フェンスの設置、プレハブ棟の設置場所の養生等の諸準備を行い、4月21日より表

土除去を開始した。なお、表土を含む調査中の排土は、12地点に仮置きすることとした。

5月12日より本格的な調査に入った。調査区の西側1／3は第1次調査の結果から、ニセローム以上は畑

作による撹乱を受けていることが確認されているため、テストピット調査から入った。このうち、H－

16グリッドに設定したテストピットのSCⅢbl直下において、土坑が1基検出されている東側2／3につい

ては、地形確認のため設定した東西・南北方向それぞれの土層帯を残し、一部残存していた縄文層から

BBI層上面までを全面精査した。このうちBB O層からは、散漫な分布ながら石器ブロックが2基検出

されている。BBI層の上面において地形測量を行い、以下SCⅢ層までは、1グリッドに3×3mのテ

ストピットを4箇所設定し、9月からそれぞれ掘削を開始した。この結果、由BI層とBBⅢ層でそれぞ

れ1基の石器ブロックと、調査区南半のBBⅡ層で数箇所石器が集中する地点が確認された。したがって、

11月からBBII層における石器の分布を確認するため、南半のBBII層以下SCⅢ層まで全面精査を開始

した。また、設定したテストピットのSCⅢbl直下において、土坑が7基検出されたため、2月に入り、

全域を重機によってSCⅢ層まで掘削したところ、新たに6基検出された。2月下旬に空中写真撮影を実

施した後、3月に土坑覆土及び標準土層のサンプリングを行い、3月末に全調査を終了した。

2区　平成7年3月1日～平成7年3月31日（1，034I迂）

第1次調査の結果、縄文層以下上部ロームの各層は、斜面堆積ではあるが、安定的に堆積している状

況が確認されているが、遺構・遣物の検出はなかった。したがって、本調査では、SCⅢ層において土坑

を検出することのみに主眼がおかれた。周囲の布道や畑地への安全を考慮しながら、重機による掘削を

行ったが、土坑は検出されなかった。3月末にSCⅢ層の地形実測を実施した後、埋め戻しを行い、調査

を終了した。

3区　平成7年1月9日～平成7年3月31日（2，590粛）

第1次調査の結果を受けて、1月上旬から調査区北半の表土除去を行った後、調査区の南北・東西方

向にそれぞれ1本ずつ設定した土層帯を残し、縄文層からYLU層まで全面精査を行った。頁岩や黒色緻

密安山岩製の石器は多数出土するが、黒耀石製の石器が1点も出土してないことが整理段階で判った。

遺構は検出されなかった。2月中旬から、YLM層以下SCⅢ層まで重機による掘削を実施したところ、

SCⅢbl下面で土坑が2基検出された。3月下旬に地形実測を行い、調査を終了した。

表1　作業工程表

4 月 l 5 月 l 6 月 l 7 月 l 8 月 l 9 月　 い 0 月 l 1 1 月 l 1 2 月 白 月 l 2 月 l 3 月

平成 5 年度
一∈三一一一テ
試掘調査

平成 6 年度

く 1　　　　　　　　　　　　　　 1 区現地調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞

一∈壬一一一一一一昌一
2 区 ・3 区第 1 次調査

そ 一一一一一一ラ
2 区現地調査

く≡－ 3 区現地調査 一一一ラ

平成 7 年度 く≡　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料整理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞
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第Ⅱ章　遺跡の概要

第1節　遺跡の位置と歴史的環境

箱根山は、約40万年ほど前に小御岳火山の噴火と前後して活動を開始したと考えられている。約6万

年前に、新期軽石流期と呼ばれる活動期に入り、約5万年前には大噴火を起こし、大量の軽石（TP）と

軽石流（TP－nOW）を噴出させている。現在の箱根西麓の緩斜面地形は、この軽石流（新期軽石流）に

より形成されたものであり、その上層に、愛鷹上部ローム層に対比される、古富士火山後期の活動によ

る火山灰が厚く堆積している。さらに、狩野川の支流である大場川、山田川、沢地川などに開析され櫛

の歯状の尾根地形を作り出している。

この地域は、石器の石材である黒耀石の原産地を、伊豆の柏峠、箱根の畑宿・上多賀などに控えてい

るため、旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が多数確認されており、愛鷹南麓や磐田原台地西縁と

並び、当該期の遺跡の宝庫として全国的にも知られている。第4図に当遺跡周辺の遺跡を掲載したが、

旧石器時代の主なものについて記述する。

本遺跡からは、旧石器時代の土坑が17基検出されているため、旧石器時代から縄文時代草創期の土坑

が検出されている遺跡を最初にとりあげたい。当研究所が調査を実施した焼場遺跡A地点（34）では、

休場層と第Ⅲ黒色帯から石器ブロックが1基ずつ、第Ⅲスコリア帯において、第Ⅲ黒色帯中から掘り込

まれたと考えられる土坑が2基検出されている。同じく当研究所が調査した下原遺跡（36）からも同時

期のものと考えられる土坑が、規則的に配置されたかたちで7基確認されている他、縄文時代草創期の

土坑が11基検出され、そのうち、逆茂木痕を伴ったものが4基確認されている。これは東日本では最古

の例になるものである。この下原遺跡と同一尾根上にある初音ヶ原遺跡群（38～41）からも、第Ⅲ黒色

帯中から掘り込まれている土坑が13基検出されている。これらは、弧を描きながら丘陵を横断するよう

に配置されている。初音ヶ原遺跡群からは、さらに多くの土坑が検出されているが、調査継続中である

ため、詳細については本報告を待ちたい。また、第Ⅲスコリア帯中から、台形様石器や局部磨製石斧が

出土しており、箱根西麓最古の文化層を持つ遺跡として注目される。

この他、観音洞G遺跡第1地点をはじめ、陰洞A遺跡、観音洞B遺跡などを含む10遺跡から構成され

る観音洞遺跡群（19～28）からは、総数3万点弱の遺物、黒耀石の埋納施設、石囲炉などが検出され、

中村C遺跡（11）からは、細石刃（約350点）を主体とした石器ブロックが検出されている。また、柳沢

C遺跡（43）では、休場層中から石園炉が検出された。これは、ほぼ完成された形状をとどめており、

箱根西麓では唯一の検出例になっている。
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第4図　周辺の遺跡

1　加茂ノ洞B遺跡

2　佐野片平山F遺跡

3　佐野片平山G遺跡

4　陣笠山A遺跡

5　佐野片平山H遺跡

6　陣笠山H遺跡

7　佐野片平山S遺跡

8　佐野片平山丁遺跡

9　徳倉片平山B遺跡

10　徳倉片平山I遺跡

11中村C遺跡

12　片平山遺跡

13　ソノエンサレB遺跡

14　徳倉片平山K遺跡

15　徳倉片平山L遺跡

16　徳倉片平山E遺跡

17　五輪遺跡

18　北原菅遺跡A地点

19　観音洞G遺跡第1地点

20　観音洞G遺跡第2地点

21元山中C遺跡

22　陰洞B遺跡

23　元山中遺跡

24　陰洞A遺跡

25　観音洞B遺跡

26　陰洞E遺跡

27　陰洞C遺跡

28　観音洞H遺跡

29　中村分遣跡

30　奥山遺跡

31笹原F遺跡

32　加茂・向山遺跡
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33　焼場遺跡B地点

34　焼場遺跡A地点

35　十石洞遺跡

36　下原遺跡

37　塚原・南原遺跡

38　初音ヶ原A遺跡第1地点

39　初音ヶ原A遺跡第2地点

40　初音ヶ原A遺跡第3地点

41初音ヶ原B遺跡第1地点

42　柳沢B遺跡

43　柳沢C遺跡

44　柳沢D遺跡

45　上黒岩遺跡

46　中原遺跡

47　徳倉片平山D遺跡

48　乾草峠遺跡



塚 原 新 田

第5図　周辺地形及び周辺遺跡立地図（1：10000）
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第2節　基本土層

箱根西麓に堆積しているローム層は、『箱根西麓ローム層』と呼称され、上から上部ローム、中部ロー

ム、下部ロームと大きく3層に区分される。この区分は、愛鷹ローム層に対比される。このうち上部ロ

ーム層は、関東ローム層の立川ロームに対比され、旧石器時代の遺構・遺物が確認されているのはこの

層のみである。箱根西麓の上部ローム層は、愛鷹ローム層のそれとほぼ同様な層序を示すが、第Ⅲスコ

リア帯においては、黒色帯の発色が弱いため、愛鷹山麓では2層確認されている黒色帯が1層のみにと

どまる。

第6図は、1区の調査区南部に設けた土層観察用の土層帯の断面図であるが、表土は2mの層厚があ

る上に、下部1m程が砂質土であったため、安全に万全を期す上から、SCⅢS4以下の掘削を行わなか

った。したがって、SCⅢS4以下の土層断面図は、H16グリッドに設けたテストピットの土層断面図を

代用した。また、重鉱物組成等の分析結果は、続いて発刊される『下原遺跡Ⅱ』で、土坑の覆土の埋積

状況や埋積過程等を科学分析資料を用いて論じる際に掲載することとする。

第1層　表土（耕作土）上部は盛土で大小多数の礫を含む。下部は黒色の砂質土で締まりがなく脆い0

第2層　富士黒土層（FB）暗褐色土で、0．1～0．2cmの橙色スコリアを若干含み、YLUに漸移的に変

化する。本来周辺遺跡の土層堆積状況から、カワゴ平パミスを含んだより黒色の強いFBaが存

在していたと考えられるが、撹乱の影響で消滅したと思われる。したがって、本遺跡では、FB

を1層として扱う。

第3層　休場層上層（YLU）明黄褐色ローム層で、パウダー状である。0・2～0・4cmのスコリアをごく

わずか含む。

第4層　休場層中層（YLM）黄褐色ローム層で、0．2～0・4cmの橙色スコリアを含み、0・3～0・5cmの

黒色スコリアを若干含む。第3層との層界は明瞭でないが、スコリアの頻度により分層した0

第5層　休場層下層（YLL）暗黄褐色ローム層で、0．2～0・5cmの橙色、黒色、赤色のスコリアを多量

に含み、0．2～0．4cmの黄色スコリアを若干含む。休場層中最も硬質である。

第6層　休場層直下黒色帯（BBO）0．2～・0．6cmの黒色、赤色スコリア、0・2～0・4cmの橙色、黄色ス

コリアを含む暗黄褐色ローム層である。硬質だが、一部締まりがない箇所がある。石器ブロッ

クが2基検出されている。

第7層　第Iスコリア層（SCI）赤褐色スコリア層で、0．1～0・4cmの黒色、赤色、橙色スコリアから

成り、0．1～0．2cmの白色パミスを若干含む。硬質であるが、乾燥すると黄色に変色し、脆くな

る。第6層中にブロック状に認められる。無遣物層。

第8層　第I黒色帯（BBI）黒褐色スコリア層で、0．2～0．4cmの橙色、黒色スコリアを多く含み、

0．2～0．3cmの黄色スコリアを少量含む。石器ブロックが1基検出されている。

第9層　ニセローム（NLa）黄褐色スコリア層で、0．2～0．4cmの橙色、黒色スコリア、黄色スコリア

から成る。スコリアの密集度が高く、硬質であるが、乾燥すると脆く崩れやすい0姶良・丹沢

広域火山灰（AT）を多く含み、ブロック状に確認できる箇所もある。

第10層　ニセローム（NLb）明黄褐色スコリア層で、第9層と同様なスコリアから成るが、スコリア

やATの頻度は低下する。

第11層　第Ⅱ黒色帯（BBⅡ）黒褐色スコリア質層で、0．2～0．5cmの橙色、黒色スコリアを含み、0・1～

0．2cmの黄色スコリアを少量含む。石器ブロックが4基検出されている。
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第6図　基本土層柱状図
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第12層　第Ⅱスコリア層（SCⅡ）暗赤褐色スコリア層で、0・2～0・6cmの橙色スコリアから成り、0・2～

0．3cmの黒色、黄色スコリアを若干含む。第11層と第13層との層界は明瞭でないため、橙色スコ

リアの頻度によって分層した。無遺物層。

第13層　第Ⅲ黒色帯（BBⅢ）黒褐色スコリア質土で、0．2～0・6cmの橙色スコリア、0・2～0・3cmの黄

色スコリアを含み、0．2～0．6cmの黒色スコリアを少量含む。17基検出されている土坑の掘り込

み面と考えられる層であり、石器ブロックが1基検出されている。

第14層　第Ⅲスコリア帯スコリア1（SCⅢsl）暗赤褐色スコリア層で、0・2～0・4cmの橙色、赤色ス

コリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを多く含む。

第15層　第Ⅲスコリア帯黒色帯1（SCⅢbl）暗褐色スコリア質土で、0・2～0，4cmの橙色、赤色スコ

リアを多く含み、0．3～0．6cmの黒色スコリアも少量含む。黒色の発色が軌、箇所があり、第13

層および第14層との分層を難しくしているところもある。

第16層　暗赤褐色スコリア層　0．2～1．2cmの黒色スコリアを中心とし、0・2～0・7cmの樺色、赤色スコリ

アから成る。硬質で、下位に向かうにしたがい、黄褐色へと変化する。17基の土坑の大部分が

この層の上面で検出されている。

第17層　第Ⅲスコリア帯スコリア4（SCⅢS4）暗黄褐色スコリア層で、非常に硬質のスコリアの純

層である。ブロック状に確認され、乾燥すると黄色に変色する。

第18層　黄褐色スコリア質ローム土　0．2～1．0cmの黒色スコリア、0・2～0・5cmの赤色スコリアから成り、

下位に向かうにつれ、黒色スコリアの径が小さくなり、頻度も低下する。漸移的にローム質化

していく。

第19層　黄褐色ローム質土　0．2～0．5cmの赤色スコリアをまんべんなく含み、0・2～0・3cmの黒色スコリ

アを含む。第21層のブロックを部分的に含む。

第20層　明褐色ローム層　第19層に類似するが、黒色スコリアの頻度が低下する0

第21層　ペアスコリア　赤褐色スコリアから成り、下位のものほビスコリアの密度が高く硬質で、乾燥

すると黄色に変化する。本遺跡では3層が確認されているが、調査された遺跡によっては増減

がある。

第3節　遺跡の土層堆積状況

本遺跡は、沢地川とその支流の小河川により浸食されたと考えられる急峻な谷を、調査区の北側と西

側にもつ、標高約150mの谷頭部に立地している。調査区は、ごく最近まで牧草地や畑地として利用され

ており、1区東側のFB層の大部分と西側のNL層以上、3区南半のBBIII層以上が撹乱を受けていた。

土壌は、2区と3区に斜面堆積の様相が認められたが、比較的安定した堆積状況を示し、1区は谷に向

かい南西緩傾斜面を形成し、3区は西に緩やかに傾斜しながら谷に向かう北西急斜面を形成している。

また、I－15～J－13、14、15グリッドの西部付近は、SCⅢ層以下から土壌の崩落が始まっていること

が確認された。
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第4節　遺構・遺物の概要

遺跡からは、旧石器時代から縄文時代にかけての遺構・遣物が検出されている。FB層は、1区では撹

乱による影響で大部分が消滅していたが、3区は比較的残存状態が良く、磨石・敲石・石皿などの出土

が多い。遺構は、1区から栗色土層を覆土に持つ土坑が1基検出されたにとどまる。

旧石器時代については、調査区によって調査方法が異り、記述に統一性を欠くため、各調査区ごとに

その概要を記す。

1区　YL層の遺物は、YLU層中位からYLM層中位にかけて、削平されていた箇所及び未調査部を

除く全域から出土したが、石器の分布は拡散的で、東側はとくに密集度が低い。したがって、石器につ

いてはあえてブロック分けをせず、1区全域を1ユニットとして扱うことにした。磯についても散漫な

分布状況が見られたが、小規模ながら赤化礫が集中している箇所及び接合関係が見られる3箇所を礫群

として扱った。BBO層以下BBⅢ層までは、SCI層とSCⅡ層のスコリア層を除く各層で遺物が出土

し、拡散的な在り方を示すもの、比較的集中するものなど密集度に差はあるが、それぞれに石器ブロッ

クを検出している。このうち、BBI層とBBⅡ層のブロックは礫群を内包している。また、SCⅢ層に

おいて、BBⅢ層中に掘り込み面があると考えられる15基の土坑が検出された。土坑は東側に6基、西側

に9基、南北方向に2列並行するように配置されており、東側はほぼ一直線に配置されている。これら

は、焼場遺跡・下原遺跡・初音ヶ原遺跡群から検出されたものと形態や規模が類似しており、構築時期

も同時期のものと考えられる。

3区　調査はYLU層とSCIII層のみ実施した。遺物は、YLU層上位から中位にかけて西側に偏在す

るかたちで出土した。FB層同様に磨石や敲石などの加工具の出土が多いことと、黒耀石製の石器が皆無

であることが特徴としてあげられる。また、調査区北端のSCⅢ層から、1区の土坑列に連続するものと

考えられる土坑が2基検出された。

両調査区をとおしての石材は、全体の37％を黒耀石、21％を頁岩が占め、以下黒色緻密安山岩、安山

岩と続く。このうち黒耀石については、蛍光Ⅹ線分析を行ったところ、伊豆・箱根・長野など7箇所の

原産地から搬入されていることが判り、さらに個体別資料は、34種類が確認された。

表2　遺構・遺物一覧表

時　 代 遺　　　 構 遺　　　　　　　　 物

縄文 土坑　 1 石銭　 石七　 石皿　 磨石　 敲石　 凹石　 土器

縄文 （草創期） 有舌尖頭器　 石槍　 石銀

旧石器

石器ブロック　 8 ナイフ形石器　 掻恕　 削器 ・挟大別器　 錐形石器　 楔形石器

礫群　 5

土坑 17

石刃　 磨石　 敲石　 台石
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第Ⅲ章　縄文時代の遺構と遺物

第1節　富士黒土層の遺構と遺物

1　概　要

本来富士黒土層は、黒色の発色の強弱によってFBa層とFBb層に分層されるが、1区ではa・b層の

大部分が、3区ではa層（一部b層にかかる）が畑作による撹乱を受け消滅していた。したがって本書

ではFB層を1層として扱う。遺構はFB層が僅かに残る1区の東側から、土坑が1基検出されたのみで

ある。遣物はFB層の残存状況が比較的良好な、3区からの出土量が圧倒的に多い。両調査区を合わせて、

土器125点、石器96点が出土しており、石器はその60％近くがL－12からM－12グリッドに集中する。

2　遺　構

土坑〈第8図〉　L－15グリッド北部から検出され、西側約1／5は撹乱のため破壊されていた。長径は

推定145cm、短径117cm、深さ55cmを測る。覆土上層に、カワゴ平パミスと思われる0．1cm程の白色パミス

を若干含む栗色土層相当の褐色土が堆積する。遺物は伴わず、用途は不明である。

A
‥－　●

A
‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾

149．5m

（D黄褐色土　栗色土層相当（カワゴ平パミスを含む）

②暗褐色土　栗色土層相当

③暗黄褐色土

④褐色土

1m」
第8図　FB層土坑図（1／20）
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3　石　器

（1）石銀〈第10図1～5〉

3区から5点出土しており、いずれも黒耀石製である。1、2は凹基無茎石鉄で、1は柏峠産、2は

神津島産である。4は神津島産の、基部に挟りのない平基無茎石嫉である05は表裏に素材となった剥

片の剥離面を残しており、石鉄の未製品と考えられる。

（2）楔形石器〈第11図6～8〉

3区から3点が出土している。6は縦長の剥片の両端を折断し、剥片の縁辺部を利用したものである0

7は和田峠産の黒耀石製で、縦長剥片の上下端を利用したものである。8は表裏両面に剥離面が認めら

れるため、石核から転用した可能性がある。

（3）削器〈第11図9、第12図11〉

9は黒色緻密安山岩製の挟入削器で、大型の剥片の縁辺部にノッチ加工を施してある。11は礫面を残

す剥片の裏面末端部に、スクレイパーエッジを削出している。玄武岩製0

（4）石七　〈第11図10〉

頁岩製で、基部に挟りを入れて突起部を削出し、剥片の末端部を刃部としている0

（5）石核〈第12図12・13、第13図〉

12は、上面の礫面を打面とした単設打面石核で、寸詰まりの縦長剥片を剥離したものである013は、

作業面を90度展開しながら剥片を剥離したものと思われるが、石の節理が強く、良好な石器素材となる

剥片は得られなかったものと考えられる。14は複設打面石核である。打面を90度ずつ展開することで最

終的にサイコロ状の石核となるが、礫面が残っていることから、剥離した剥片数はそれほど多くないと

考えられる。

（6）敲石・磨石・凹石〈第14～16図〉

玄武岩と安山岩を石材の主体にしている。内訳は敲石14点（15～28）、磨石5点（32～36）、敲石・凹

石の複合石器3点（29～31）、敲石・磨石の複合石器6点（37～42）である0このうち敲石は、礫の先端

に敲打痕が集中するもの（15～22）と、礫の縁辺部にも敲打痕が及ぶもの（23～28）と2種類に分類し

た。

風儀魔臓◎－警一甲K轡
く＝＞　　2　KOZl

＜＝＞　1KSW

l圭一：圭三一二
く＝＞

4　KOZl　　　∠ミ＝7　　5　KRM O

第10図　FB層石鉄実測図（1／1）
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第12図　FB層石器実測図2（4／5）
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第14図　FB層石器実測図4（1／3）
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第15図　FB層石器実測図5（1／3）
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第16図　FB層石器実測図6（1／3）
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第17図　FB層石器実測図7（1／4）
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（7）台石・石皿〈第17図〉

台石2点、石皿3点が出土している。石材はいずれも安山岩系のものが使用されている043には1箇

所、44には4箇所、敲打による凹みが見られる。47は、表面全体に使用による磨耗が見られるが、折損

部付近の磨耗が顕著で、浅い凹みが見られる。

表3　縄文層石器計測表
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4　土　器

本遺跡からは、縄文時代早期・前期・中期の土器が出土している。土器は以下の5群に分類し、その

うち1群～3群について記載した。

1群　条痕文系

1類　野島式（第18図1～9）

2類　鵜ヶ島台式（第18図10～26、第19図27～30）

3類　条痕文系土器（第20図31～43）

2群　入海1式（第20図44、45）

3群　諸磯式

1類　諸磯b式（第20図46～56）

2類　諸磯C式（第21図57～70）

3類　諸磯の型式内におさまる土器（第21図71～77）

4群　勝坂2式（第21図78～80）

5群　型式不明（第21図81～89）

1群　野島式、鵜ヶ島台式、条痕文系の土器を本群とした。

a類　野島式を本類とした。1～4は、集合沈線と幅広で浅い沈線により文様が構成されるもので、焼

成は普通である。5は、隆帯上に刻みを施し、集合沈線の上に指による幅広の沈線を施したものである。

6は、棒状工具による押し引き状の刺突が施され、7は、竹管により平行の押し引き文が施されている。

b類　鵜ヶ島台式を本類とした。10～19は、隆線に竹管状工具による刺突を施し、裏面に貝殻腹縁によ

る条痕を施したものである。焼成は概ね普通で、褐色・暗褐色を呈する。30は、推定口径28cm、推定器高

30cm、器厚0．9cmを測る深鉢形土器である。口縁部は僅かに内攣し、口唇部は刻みが加えられ、内側に傾斜

する。2段の段を有し、口縁部と1段目の間に、棒状の隆線を施し、隆線上や交差部には竹管状工具によ

る刺突を施す。条痕文が施された部分を挟み、2段目の上部にも同様の文様を施す。胎土には、石英、長

石、金雲母、黒色・橙色粒子、繊維を含み、焼成は良好である。底部を欠損しているが、平底であったと

思われる。23は、表裏に貝殻条痕が見られるもので、30と同一個体の可能性がある。20～22は表面に貝

殻による条痕を施し、裏面に擦痕状の横位のナデ痕が見られるものである。明褐色で、焼成は普通である。

C類　a、b類に属さない条痕文系土器を本類とした。表裏に条痕が施されているもの（31～36）と、

表面に条痕が施されているもの（36～42）に大別できる。焼成は普通である。

2群　入海1式を本群とした。2点出土している。いずれも焼成は普通で、隆帯上に斜めに刻みが施さ

れている。44、45が相当する。

3群　諸磯b式、C式、諸磯の型式内におさまるものの3種類を本群とした。

a類　b式を本類とした。46～50、52は、RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線を施したもので、47

は、口唇部に半裁竹管による連続刺突が施されている。焼成は概ね良好である。53～55は、半裁竹管に

よる平行沈線を施したものである。色調は、赤褐色を呈する。

b類　C式を本類とした。57～68は、半裁竹管による平行沈線文と剰突文を施し、二対の円形浮文と

半裁竹管の押さえに拠る細粘土紐の貼り付けが見られるこ

C類　諸磯の型式内におさまるものを本類とした。71～73は、LRの縄文を施したものである。76は、

LRの横位の施文、77は、RLの縦位、横位の施文が見られる。
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表4　土器観察表

No．　型式　　分類　グリッド遺物番号器厚（皿） 胎土　　　　　　　　　　　　　文様等

1　　野島　　1a K17　　　4

2　　　野島　　1a M12　　1

3　　　野島　　1a　　撹乱

4　　野島？　1a　　表採
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0．8　　　橙色　石英、黒色粒子含む。繊維含む。

0．9　　　橙色　　石英、橙色・黒色粒子含む。

1．0　　明赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

親推含む。

0．7　　明赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

親推含む。

1．0　　鈍い赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

親推含む。

0．8　　鈍い褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

繊維含む。

褐色　石英、長石、橙色・黒色粒子含む

繊維含む。

0．9　　赤褐色　　石英、長石、黒色粒子含む。

0．9　　　褐色　　　　石英、黒色粒子含む。

0．9　　明赤褐色　石英、黒色・白色粒子含む。

繊維多量に含む。

0．8　　鈍い赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

0．9　　明赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

繊維含む。

1．0　　明赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

0．9　　鈍い赤褐色　　石英、黒色粒子含む。

1．0　　　橙色　　　　石英、褐色粒子含む。

0．8　　明赤褐色　石英、長石、黒色粒子含む。

1．0　　鈍い橙色　　　石英、褐色粒子含む。

1．0　　　橙色　　　　石英、褐色粒子含む。

1．0　　　橙色　　石英、長石、黒色粒子含む。

繊維含む。

0．8　　　暗褐色　　石英、長石、黒色粒子含む。

0．9　　　明褐色　　石英、長石、橙色粒子含む。

0．8　　鈍い褐色　　　石英、黒色粒子含む。

集合沈線に、幅広の浅い沈線。

集合沈線に、幅広の浅い沈線。

集合沈線に、幅広め浅い沈線。

集合沈線に、幅広の浅い沈線。

集合沈線に、幅広の浅い沈線。隆帯上

に刻みを施す。

棒状工具による押し引き状の刺突。

竹管による平行の押し引き文。

集合沈線に、沈線。

集合沈線に有段。

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

隆線に竹管状工具による刺突。裏に条痕

表面に条痕、裏面に擦痕状の横ナデ。

表面に条痕、裏面に擦痕状の横ナデ。

表面に条痕、裏面に擦痕状の横ナデ。

表裏に条痕。（30と同一個体か）

竹管による円形の刺突。

細い竹管による平行の押し引き文。

隆線を施し、棒状工具による刺突。

表裏に条痕。

表面に条痕。

刺突文。

隆線に竹管状工具による刺突。裏に粂痕

表裏に条痕。

表裏に条痕。

表裏に条痕。

表裏に条痕。

表裏に条痕。

表裏に条痕。

表面に条痕。

表面に条痕。

表面に条痕。

表面に条痕。

表面に条痕。

表面に条痕。

植物の茎による連続刺突と沈線。

隆帯上に斜め刻み。

隆帯上に斜め刻み。
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No．　型式　　分類　グリッド遺物番号器厚（皿）　色調 胎土　　　　　　　　　　　　　文様等

46　　諸磯b　　3a　　撹乱

47　　諸磯b　　3a　　撹乱

48　　諸磯b

49　　諸磯b

50　　諸磯b

51　　諸磯b

52　　諸磯b

53　　諸磯b

54　　諸磯b

55　　諸磯b

56　　諸磯b

57　　諸磯C

58　　諸磯C

a

 

a

 

a

 

a

 

a

 

a

3

　

3

　

3

　

3

　

3

　

3

a

 

a

 

a

 

L

U

3

　

3

　

3

　

3

2軌

軌

軌

1

1

，

1

耕

耕

…

耕

軌

軌

L

11

MI
D

3

59　　諸磯C　　3b　　撹乱

60　　諸磯C　　3b　　表採

0．8　　　褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

0．9　　　褐色　　　　石英、黒色粒子含む。

9
　
9
　
9
　
8
　
7
　
8

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

11

2

鈍い褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

鈍い褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

鈍い褐色　　　石英、褐色粒子含む。

暗赤褐色　石英、金雲母、橙色・黒色粒子

含む。

1．0　　鈍い赤褐色　　石英、橙色粒子含む。

0．9　　暗赤褐色　　　石英、黒色粒子含む。

0．9　　　褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

0．8　　　黒褐色　　石英、橙色・黒色粒子含む。

0．7　　　褐色　　石英、金雲母、橙色粒子含む。

0．7　　　明褐色　　　石英、黒色粒子含む。

0．8　　鈍い赤褐色　石英、金雲母、橙色粒子含む。

61　諸磯C　　3b M12　10　　1．2　　　褐色　　石英、長石、黒色粒子含む。

62　　諸磯C　　3b L12　16　　　0．8　　鈍い赤褐色　　石英、黒色粒子含む。

63　　諸磯C　　3b L12　　18

64　　諸磯C　　3b M11　　5

65　　諸磯C　　3b　　撹乱

66　　諸磯C　　3b　　撹乱

67　　諸磯C　　3b L12　　　5

68　　諸磯C　　3b M12

69　　諸磯C　　3b L12

70　　諸磯C　　3b　　表採

71　　諸磯　　3c L12

72　　　諸磯　　3c K12

73　　　諸磯　　3c M11

74　　　諸磯　　3c K12

75　　　諸磯　　3C　　表採

76　　　諸磯　　3c L11

77　　　諸磯　　3c L11

78　　勝坂2　　　4

79　　勝坂2　　　4

80　　勝坂2　　　4

81　型式不明　　5

82　　型式不明　　5

83　　型式不明　　5

84　　型式不明　　5

85　　型式不明　　5

86　　型式不明　　5

87　　型式不明　　5

88　　型式不明　　5

89　　型式不明　　5

0．7　　鈍い赤褐色　　石英、黒色粒子含む。

0．8　　　明褐色　　　石英、黒色粒子含む。

0．7　　　褐色　　　石英、黒色・橙色粒子含む。

織維含む。

0．8　　　褐色　　　石英、黒色・橙色粒子含む。

1．0　　　明褐色　　　　石英、黒色粒子含む。

10　　　0．8　　　褐色　　石英、長石、黒色粒子含む。

19　　　0．8　　鈍い赤褐色　　石英、橙色粒子含む。

0．7　　　明褐色　　　石英、黒色粒子含む。

11　　0．7　　　褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

25　　　0．7　　　明褐色　　石英、長石、黒色粒子含む。

6　　　0．8　　鈍い褐色　　　石英、黒色粒子含む。

3　　　0．7　　鈍い赤褐色　　石英、黒色粒子含む。

1．0　　　暗褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

2　　　0．7　　　褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

3　　　0．7　　　褐色　　石英、金雲母、黒色粒子含む。

K12　　　5　　1．2　　鈍い赤褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

K11　1　　1．1　　明褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

L11　　9　　1．1　鈍い赤褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

L12　　12　　　0．9　　鈍い橙色　　石英、黒色・褐色粒子含む。

L16　　　2　　　0．8　　　橙色　　　　石英、黒色粒子含む。

表採　　　　　1．0　　明黄褐色　石英、金雲母、黒色粒子含む。

M12　　　6　　　0．9　　　橙色　　石英、黒色・褐色粒子含む。

M11　　2　　1．0　　　明褐色　　　石英、黒色粒子含む。

L12　　　6　　　0．9　　鈍い橙色　石英、金雲母、橙色・黒色粒子含

む。繊維含む。

M12　　　3

L12　　　3

L16　　　　5

0．9　　鈍い橙色　石英、黒色粒子含む。繊維含む。

橙色　　石英、長石、黒色粒子含む。

明褐色　　　石英、黒色粒子含む。

RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線。

RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線。

口唇部に半戟竹管による連続刺突。

RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線。

RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線。

RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線。

RLの縄文。

RLの縄文に、半裁竹管による平行沈線。

半裁竹管による平行沈線。

半裁竹管による平行沈線。

半裁竹管による平行沈線。

RLを多方位に施文。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細粘土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細粘土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細粘土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細粘土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。二対の

円形浮文と細枯土紐の貼り付け。

半裁竹管による平行沈線と刺突。

半裁竹管による平行沈線と刺突。

LRの縄文。

LRの縄文。

LRの縄文。

RLの縄文。

無文。

LRの横位の施文。一部回転方向を変えて

いるか。

RLを縦位、横位に施す。

キャタピラ文。

キャタピラ文。

キャタピラ文。

縄文を施す。

集合沈線を施す。

隆帯を施す。

LRの縄文。棒状施文具による押し引き

の山形の沈線。

LRの縄文。棒状施文具による押し引き

の山形の沈線。

沈線文と刺突文。曽利5式？

二本の沈腺による平行押し引き文。

無文。

無文。
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第2節　休場層上層の遺構と遺物

1　概　要

YL層上層からの遺構の検出はなかったが、有舌尖頭器6点、石錬2点、石槍1点が出土している。

2　石　器〈第22、24図〉

48は、中瀬ヶ沢タイプによく見られる黒色緻密安山岩製の有舌尖頭器である。長身で側線に鋸歯状の

調整が加えられている。49は、両端を切断しているが、これが人為的切断であれば植刃、自然的切断で

あれば有舌尖頭器もしくは錐の可能性がある。石材は玄武岩である。50、51は頁岩製の有舌尖頭器であ

る。風化が著しいため、稜線やリングは不明瞭である。52は、長者久保・神子柴タイプに見られる柳葉

形の石槍で、縁辺部に細かな調整が施されている。凝灰質頁岩製である。54は有舌尖頭器の未製品で胴

部と考えられる。石材は黒色緻密安山岩である。55は和田峠産の黒耀石製で、凹基無茎石嫉、56は霧ヶ

峰産の黒耀石製で、鍬型石鉄の脚部である。共に出土層位がYL層上層であったため、草創期の石器とし

て掲載した。

表5　YLU層石器計測表

0
　
8
　
9
　
0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

N
　
4
　
4
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5

器

　

器

　

器

　

器

　

　

器

　

器

鯛
摘
摘
捕
摘
欄
摘
…
欄
硝

有
　
有
　
有
　
有
　
　
有
　
有

グリッド　遺物番号　　石材　　　個体別　最大縦長州最大横長m　最大厚m　重量g

J17　　　　6

K15　　　　4

M11　　　1

L11　　　　9

J15　　　　2

L12　　　　9

K17　　　　3

J16　　　　1

J16　　　14

黒色緻密安山岩

玄武岩

貞岩

頁岩

凝灰質貢岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒耀石　　　WDT－4

黒耀石　　　KRM－4

70．5　　　13．0　　　　4．5　　　3．7

52．0　　　14．5　　　　9．0　　　5．7

43．0　　　15．5　　　　5．5　　　2．9

30．0　　　14．5　　　　5．0　　　1．8

136．5　　　38．0　　　14．0　　53．9

48．0　　　　20．5　　　　8．0　　　6．3

28．0　　　　21．0　　　11．0　　　7．0

20．0　　　16．0　　　　5．5　　　1．0

（12）　　（9）　　（2．5）　（0．1）

く＝＞　48　B・An・
C＞　49Bas’

第22図　YLU層石器実測図1（4／5）
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第23図　縄文時代草創期石器分布図（1／800）
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◆石　槍

●　有舌尖頭器

▲　石　鉄



く：⊃　51Sh・（4／5）

53　B．An．

（4／5）

く二つ

54　B．An．

（4／5）

く＝＞

く二＞

52　sh．

（4／5）

主意
く＞　55wDT

（1／1）

であ

廓8、鳴
く＞　56KRM

（1／1）

5cm

第24図　YLU層石器実測図2
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第Ⅳ章　旧石器時代の遺構と遺物

第1節　休場層中層内の遺構と遺物

1　概　要

1区では、南東部の一角を除けば、ほぼ全域から遺物の出土があったが、調査区中央部からやや北寄

りに密集した在り方を示し、YLU層中位からYLM層中位にかけて分布のピークが見られる。3基の礫

ブロックも検出している。3区はYLU層のみの調査であるが、調査区西側に遣物は集中し、東側は極め

て薄い状況であった。分布のピークは、YLU層上位からYLU層中位にかけてである。両調査区とも、

石器に関してはブロック分けを行わなかったが、あえて言うならば、3区からは黒耀石製の石器が1点

も出土していないことと、石核や敲石類が多いことなどから、1区と3区をそれぞれ1ブロックとして

捉えることは可能だと思われる。

2　遺物の遺存状態

本層位から出土した石器は、総点数183点を数え、3基の礫ブロックを伴う。石材の比率は、黒耀石44％、

頁岩23％、安山岩10％、黒色緻密安山岩9％という内訳であるが、黒耀石が1点も出土していない3区

では、安山岩系のものと頁岩が主体となる。両調査区からの製品の出土は10％弱と少ないが大半を黒耀

石が占める。接合関係は二例認められた。また、加工具の出土が多く、敲石や磨石などが全体の約18％

を占める。3区では、石核の出土が17点と多く、1区の3点と比較して際立っており、このうち10点を

頁岩が占めている。頁岩については、3区からの剥片の出土が4点と少ないため、推定の域を出ないが、

石核を調査区外の作業空間に持ち出し剥片剥離作業を行った後、居住空間である調査区内に再び持ち帰

ったと考えられる。この他、石器の素材となる黒色緻密安山岩の原石が5点出土しているが、いずれも

剥片を剥離した痕跡は確認されない。

表6　YL層石材別器種組成表

黒　　　　 耀　　　　 石

頁

l．⊥■石

黒緻

安 山岩

安

山

lLu石

チ

ヤ

l

卜

そ

の

他

合 計

K S W K M T H T J T T S K R M W D T K O Z
測 定

不 能

ナイ フ 1 1 1 3

掻器 3 3

削器 2 1 1 1 5

U 剥片 2 1 3 6

石刃 1 1

石核 10 2 1 1 6 2 0

敵石 4 5 9

凹石 1 1

敲 石 ・凹石 4 4

磨 石 10 4 1 4

敵 石 ・磨 石 3 1 4

剥片 1 43 2 4 1 2 6 9 1 2 8 9

砕片 1 14 1 1 2 1 9

原石 5 5

合計 1 1 6 3 1 5 7 1 1 4 2 1 6 19 3 2 3 1 83
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3　礫　群

（1）1号礫群〈第27図〉

K－17グリッドに位置し、0．9mx0．6mの規模で分布し、垂直分布は約8cmを測る。10個の礫によっ

て構成され、最大礫は1，256g、最小磯は70g、総重量は3，705gである。このうち赤化礫は8個である。

石材は輝石安山岩を主体にしている。接合関係は見られない。

（2）2号礫群〈第27図〉

J－15グリッドに位置し、礫群と呼べるか疑問であるが、1．1mX0．7mの規模で、垂直分布は8cmを

測る。5個の礫によって構成されるが、散漫な在り方を示す。最大礫770g、最小礫50g、総重量1，780g

である。このうち赤化礫は4個である。接合関係は、赤化礫と非赤化磯との間に一例認められる。石材

は玄武岩と輝石安山岩である。　　　　　　　　　　　‘

（3）3号礫群〈第27図〉

L－15グリッドに位置し、2．2mx2．0m規模で散漫な分布状況を示し、10個の礫から構成される。垂

直分布は約50cmを測り、西に傾斜する。最大磯790g、最小礫130g、総重量2，260gで、このうち赤化礫

は6個である。接合関係は非赤化磯の間に一例認められる。石材は玄武岩と輝石安山岩である。

4　石　器

（1）ナイフ形石器〈第28図57～59〉

3点が出土している。石材はいずれも黒耀石製である。57は畑宿産で、縦長剥片素材の二側線に調整

を施し、剥片の打点を基部としている。先端部は欠損している。58は蓼科産の縦長剥片を素材として用

い、二側線に調整を施し、打面と打滑を取り去っている。59は剥片の一側線にブランテイングが施して

あることから、刃部欠損のナイフ形石器であると考えられる。和田峠産である。

（2）掻器〈第28図60～62〉

3点が出土している。いずれも畑宿産の黒耀石を石材としている。60は分厚い剥片を素材としたもの

で、礫面を残し、剥片の末端に調整を加える。61は剥片の打点部側に刃部を削出する。62はヒンジフラ

クチャーをおこした剥片の末端にスクレイパーエッジを削出している。

（3）削器〈第28図63～67〉

5点出土している。63は畑宿産の黒耀石製で、剥片の一側線に刃部を設けている。刃部は鋸歯状を呈

する。また、打点側の裏面にも鋸歯状加工が見られる。65は剥片の打点部側に表裏両面より加工を加え

ている。刃部の角度より掻器の一種とも考えられる。66はへラ状を呈する両面加工石器で、削器の一種

と考えられる。67は畑宿産の黒耀石製で、一側線にノッチ状の加工を施している。

－41－一



の
．
等
【
　
－

O
．
田
富
　
－

亀
。

；‡漂；

虹
喝

㌘
◎

帽
h
◎

◎

圭15より
北へ7m

東へ4m 田

◎

〃
・
－
日
日
年
－
十
－

●

H
・
・
＝
日
日
十
－
T

－
一
月
＝
‖
日
日
T
l
l
l
十
－

鴎
も

。
血
も
感
I号磯群

く‰

く）

3号礫群

◎

○

①
恥
鮮
碧
◎

O
．
ト
寸
l
　
－

0
．
の
雷
　
－

伊／／⑲』‥「－　」　m E◎

第27図　YL層磯群平面・垂直分布図

－42－

の
．
等
【
　
－

的
．
等
【
　
－
　
8



亡ゝ　57HTJ

炉一顧一瞳鮎一
⊂＝⊃　58TTS

∈塾n

＼｛l一l■‥、一1．－一l一′1．一l一～一－－一－芸

＜
用
日
用
皿

く＝＝1　59　WDT

△
鳴声

A
周
肌
馴
判
6
5

三「16　7　HTJ
＜二二＞

第28図　YL層石器実測図1（4／5）

－43－



、　－－．－．．．－．一一・一一一－’‾

く二二二二：＝ゝ

周
付
喝

β
月
鮮
川
M
Ⅷ
V

第29図　YL層石器実測図2（4／5）

一44－



牲）使用痕のある剥片（U剥片）〈第29図68～72〉

5点が出土している。70は霧ヶ峰産の黒耀石で、両側縁に使用痕と考えられる細かい剥離が見られる0

71は礫面を残す湾曲した剥片の末端部から左側縁下部にかけて細かい剥離が見られる。凝灰質頁岩製0

（5）石刃　〈第29図73〉

1点出土している。磯面を大きく残し、稜線が剥片縁辺と平行でないことから、石刃技法的な剥片剥

離によって作出されているが、この剥片のもととなる石核からは、規格的な石刃は作出されていなかっ

たと考えられる。

表7　YL層ナイフ形石器・掻器・削器等計測表

器種　　NO．グリッド　遺物番号　　石材　　　個体別

ナイフ　　　57　　表採

ナイフ　　　58　　J17

ナイフ？　　59　　K15

掻器　　　60　　　日7

掻器　　　61　J16

掻器　　　62　　K17

離

城

削

削

削

明

日

明

＝

鋸

尖

黒耀石　　　HTJ－3

1　　　　黒耀石　　　TTS－1

3　　　　黒耀石　　　WDT－4

6　　　　黒耀石　　　HTJ－3

13　　　　黒耀石　　　HTJ－7

39　　　　黒耀石　　　HTJ－5

縁削器　　63　　M12　　24　　　黒耀石　　HTJ－1

削器　　64　　J17

削器　　　65　　L17

削器　　　66　　K17

削器　　　67　　K16

U剥片　　　68　　Jll

U剥片　　　69　　J17

U剥片　　　70　　J17

U剥片　　　71　　K17

U剥片　　　72　　M12

5　　　　黒耀石　　　WDT－2

9　　硬質撒密安山岩

6　　頁岩質チャート

12　　　　黒耀石　　　HTJ－3

3　　　　　貞岩

4　　　　黒耀石　　　KRM－3

7　　　　黒耀石　　　KRM－3

41　　凝灰質頁岩

7　　　　黒耀石　　　WDT－3

73　　　日6　　　4　　　　　頁岩

最大縦長皿最大横長Ⅲ皿　最大厚皿皿　重量g

39．0　　　14．0　　　　7．0　　　2．6

27．0　　　16．5　　　5．5　　　2．2

28．0　　　17．0　　　7．0　　　2．4

27．0　　　34．5　　17．0　　10．9

21．0　　　18．0　　　5．0　　1．2

31．0　　　18．0　　　　6．0　　　2．6

35．0　　　20．5　　　　7．0　　　3．7

23．0　　　13．5　　　8．0　　1．8

73．5　　　34．0　　14．0　　29．3

33．0　　　18．0　　　9．0　　　4．9

38．5　　　　23．0　　　　8．0　　　6．0

52．0　　　42．0　　19．5　　30．9

28．0　　　10．0　　　4．0　　　0．6

32．0　　　13．0　　　5．0　　1．1

57．5　　　52．0　　13．0　　27．1

44．0　　　16．0　　10．0　　　3．1

78．5　　　56．5　　　20．5　　63．2

（6）石核〈第30～34区）

20点が出土している。これらの石核は、単設打面石核（第1形態）、両設打面石核（第2形態）、複設

打面石核（第3形態）、素材となる礫の縁辺部より求心的に剥片剥離を行うもの（第4形態）に分類され

る。このうち第1形態は、磯面を打面とし、寸詰まりの剥片を連続して剥離し、作業面の角度が鋭角に
－

なったところで作業を中止しているもの（75～84）、数回の打面調整を行い打面を作り出しているもの（85～

87）、礫面を打面としたもの（88）の3種類に分類できる。第2形態は、上下に打面を設定し、縦長の剥

片を主として剥離したもの（74）である。第3形態は、打面を90度ずつ展開することで、最終的にサイ

コロ状の石核になるが、剥離した剥片数はそれほど多くないと考えられるもので、（89～92）が該当する0

第4形態は、貝殻状の剥片を剥離したもの（93）である。
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第33図　YL層石核実測図4（1／3）
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表8　YL層石核計測表

器種　　NO．　グリッド

石核　　　74　　J15

石核　　　75　　Jll

石核　　　76　　　日2

石核　　　77　　J12

石核　　　78　　J12

石核　　　79　　J12

石核　　　80　　　Kll

石核　　　81　　Lll

石核　　　82　　J12

石核　　　83　　　K17

石核　　　84　　J12

石核　　　85　　J12

石核　　　86　　　日2

石核　　　87　　　L12

石核　　　88　　　Kll

石核　　　89　　J12

石核　　　90　　J12

石核　　　91　　L11

石核　　　92　　　L11

石核　　　93　　　K17

遺物番号　　　　石材　　　　個体別　最大縦長m最大横長皿　最大厚田　重量g

1　　　　　流紋岩

1　　　　　　頁岩

23　　　　　　頁岩

6　　　　　　頁岩

2　　　　　　頁岩

1　　　　　貞岩

8　　　　　　貢岩

3　　　　　　頁岩

4　　頁岩質ホルンフェルス

50　　　　溶結凝灰岩

22　　　角岩質チャート

5　　　　　　貢岩

3　　　　　　貢岩

2　　　　　　頁岩

7　　　　　溶結火砕岩

12　　　　輝石安山岩

15　　　黒色撒密安山岩

13　　　　溶結火砕岩

12　　　　溶結火砕岩

51　　　黒色緻密安山岩

58．5　　　　24．0　　　28．0　　　27．7

42．0　　　　53．0　　　66．0　　193．1

32．0　　　　86．5　　　72．0　　215．5

32．0　　　　56．0　　　57．0　　130．6

46．0　　　　60．5　　　65．0　　212．4

38．0　　　　55．0　　　51．0　　120．1

47．5　　　　53．0　　　50．0　　187．5

24．0　　　　57．5

45．0　　　　72．0

40．0　　　　69．5

35．0　　　　73．0

30．0　　　　55．0

32．0　　　　69．0

68．0　　　131．0

51．0　　　112．0

68．0　　　110．0

98．0　　　145．0

58．0　　　　78．0

55．5　　　　69．5

39．0　　　151．0

74．5　　145．0

66．0　　275．1

63．0　　183．0

56．9　　　225．7

73．0　　145．8

75．0　　　257．5

70．0　　　752．4

128．0　　828．0

67．0　　　474．0

113．0　1952．0

61．0　　263．9

56．0　　182．6

135．0　　865．0

（7）敲石・磨石・凹石〈第35～39図〉

玄武岩と安山岩を石材として選択している。敲石9点（94～102）、磨石14点（108～121）、凹石1点（103）、

敲石・凹石の複合石器4点（104～107）、敵石・磨石の複合石器4点（122～125）である。このうち敲石

は、礫の先端に敲打痕が観察されるもの（94～99）と、敲打痕が礫の縁辺部に及ぶもの（100～102）と

2種類に分類できる。

第35図　YL層敲石・磨石・凹石実測図1（1／3）
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第36図　YL層敲石・磨石・凹石実測図2（1／3）
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第37図　YL層敲石・磨石・凹石実測図3（1／3）
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第38図　YL層敲石・磨石・凹石実測図4（1／3）
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第39図　YL層敲石・磨石・凹石実測図5（1／3）
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表9　YL層栽石・磨石・凹石計測表

器種　　　NO．　グリッド　遺物番号

敲石　　　　94　　J12　　　21

敲石　　　　95　　　日1　　13
敲石　　　　96　　　日1　　16

敲石　　　　97　　　L12　　　3

敲石　　　　98　　J12　　10
敲石　　　　99　　J16　　16

敲石　　　100　　K16　　　2

敲石　　　101　　L16　　　6
敲石　　　102　　　L12　　　1

凹石　　　103　　　日1　　19
敲石・凹石　104　　　Lll lO

敲石・凹石　105　　　日1　　　5

敲石・凹石　106　　K11　　　3
敲石・凹石　107　　　L11　　11

磨石　　　108　　　K11　　　5
磨石　　　109　　　日1　　11

磨石　　　110　　J12　　　20
磨石　　　111　　M12　　　3

磨石　　　112　　J12　　　8

磨石　　　113　　　L11　　1
磨石　　　114　　J12　　18

磨石　　　115　　J12　　　17
磨石　　　116　　　日1　　　7

磨石　　　117　　　日1　　12
磨石　　　118　　J12　　　9
磨石　　　119　　J12　　　19

磨石　　　120　　　日8　　　3
磨石　　　121　　L17　　　2

敲石・磨石　122　　　L11　　　2
敲石・磨石　123　　　日1　　15

敲石・磨石　124　　J11　　17
敲石・磨石　125　　　K11　　　9

石材　　　個体別　最大縦長mm最大横長皿　最大厚皿　重量g

玄武岩

玄武岩

玄武岩

輝石安山岩

輝石安山岩

玄武岩

輝石安山岩

玄武岩質溶岩

輝石安山岩

玄武岩

玄武岩

花崗閃線岩

玄武岩

玄武岩

玄武岩

玄武岩

輝石安山岩

輝石安山岩

角閃石輝石安山岩

輝石安山岩

玄武岩

石英安山岩

輝石安山岩

玄武岩

輝石安山岩

輝石安山岩

輝石安山岩

輝石安山岩

輝石安山岩

輝石安山岩

輝石安山岩

線色砂岩

146．0　　　　79．0

127．0　　　94．5

139．0　　　　82．0

144．0　　　　88．5

134．5　　　115．0

310．0　　　157．0

91．5　　　　79．5

101．5　　　　98．5

153．5　　　113．0

133．5　　　　95．0

111．0　　　101．0

99．0　　　　76．0

113．5　　　　74．5

118．5　　　109．0

174．0　　　　96．0

123．0　　　102．0

109．0　　102．5

124．0　　105．5

116．5　　　　97．5

102．0　　　　90．0

125．0　　　106．5

118．0　　　　97．0

146．0　　　　75．0

119．5　　　　74．0

117．0　　　157．0

135．0　　　103．0

87．5　　　　80．0

93．5　　　　87．5

122．5　　　100．5

167．0　　　　84．0

111．0　　　　65．0

123．0　　　　87．0

70．0　　1373．0

69．0　　1240．0

64．0　　1066．0

70．0　　1320．0

60．0　　　960．0

135．0　　9500．0

53．0　　　530．0

35．0　　　265．5

87．0　　　2200．0

53．0　　　935．0

78．0　　1069．4

41．0　　　399．5

52．0　　　609．0

69．0　　1240．0

54．0　　1300．0

73．0　　1365．0

50．0　　　817．8

56．0　　1005．0

49．0　　1122．0

80．0　　1034．0

67．0　　1265．0

43．0　　　743．8

34．0　　　620．0

55．0　　　734．0

42．0　　　850．0

56．0　　1100．0

53．0　　　500．3

32．0　　　300．0

57．0　　　780．0

50．0　　1090．0

58．0　　　535．5

43．0　　　607．7

九、．一一一ll…．．一一．一、一㌧一イ・・ヾ

CD＞

胤＿Il二千11一二
12　6　HTJ

∠ゝ
第40図　YL層石器接合資料（4／5）
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5　個体別資料分類

（1）蛍光Ⅹ線分析

沼津工業高等専門学校の望月らにより、中部地方の遺跡に搬入されている可能性のある黒耀石を、各

原産地から採集し、エネルギー分散蛍光Ⅹ線分析装置により、原産地試料の測定・分析が行われている。

測定の結果、試料から検出されたアルミニウム（Al）、ケイ素（Si）、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、

チタン（Ti）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）、ルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウ

ム（Y）、ジルコニウム（Zr）の11元素の蛍光Ⅹ線強度に基づいて、原産地の判別を行っている。各原
Rb強度×100

産地の判別方法は、Rb分率＝Rb強度＋蒜蒜度＋Zr強度をⅩ軸に、Mn／Fe＝Mn強度×100／

FeをY軸にとり、各原産地の分析資料をドットでおとし、原産地群を確定していくというものである。

この結果、各原産地は、和田峠系、霧ヶ峰系、男女倉系、蓼科系、天城系、箱根系、神津島系の7つの

系統に分類され、さらに男女倉系は3群に、神津島系は2群に分類できるというデータを得ている。ま

た、箱根系については、Sr分率＝Rb強度＋富農㌍品度＋Zr強度をⅩ軸に、log（Fe／K）をY

軸にとる図化作業を行い、畑宿、鍛冶屋、芦ノ湯、上多賀に細分類している。本遺跡出土の黒耀石につ

いても、上記の分析方法に則り、各層位ごとの原産地推定を行った。この結果、男女倉系を除く6系統

の原産地からの搬入があり、畑宿産の黒耀石が大半を占めることが判った。なお、直径3m以下の資料

と非常に薄い資料については測定値が不安定なため、分析の対象からは除いてある。分析・判別方法等

の詳細については『下原遺跡Ⅱ』で、望月の考察を掲載する予定である。

5
　
　
　
　
　
1

1

（
ヱ
＼
0
」
）
　
叫
〇
一

相峠
ヰ㌔＋

畑宿

野上配〇

＋上多賀

＋＋呼気＋　＋

0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　　　　　　　　0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60

Rb分率［Rb xlOO／（Rb＋S r＋Y＋Z r）］　　　　　　　　　　　　　S r分率［S r xlOO／（Rb＋S r＋Y十Z r）］

第41図　遺跡内出土黒耀石の原産地判別 第42図　箱根系原産地判別

〈参考文献〉

望月明彦・池谷信之他「遺跡内における黒曜石製石器の原産地別分布について」『静岡県考古学研究』

26　1994

（2）個体別資料分類

上記の蛍光Ⅹ線分析による黒耀石の原産地分析結果をもとに、肉眼により、次の表に示す各項目につ

いて観察し、個体別資料分類を行った。なお、頁岩や黒色緻密安山岩については、資料分類が困難なた

め分類作業は行っていない。
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表10　個体別資料分類表

個体別番号 色調 含有物 ・その他 光沢 自然面

1 K S W l 灰黒色不透明 灰黒色の流理が全体に見 られる
ガラス光沢に

富む
不明

2 K S W 2 戻黒色不透明
灰色の流理や微細な気泡が全体

に見られる

ガラス光沢に

富む
不明

3 K S W 3
黒色不透明～半

透明

1 mm程度の球顆を全体に少々含

む。灰色の微細な縞が僅かに見

られる

ガラス光沢に

富む
不明

4 K M T l 黒色不透明、
灰黒～黒色の流理が見られ、 1

mm程度の球顆を僅かに含む l

ガラス光沢は

鈍い
不明

5 K M T 2 漆黒色不透明 微細な白斑が僅かに見られる
ガラス光沢は

鈍い
示明

6 － H T J l 黒色不透明

灰色の微細な気泡状の縞が全体

に見られ、 1 mm程度の球顆を

少々含む。細かい裂閑か多く見

られる

ガラス光沢に

富む
不明

7 H T ．J 2 漆黒色不透明

黒色の微細な流理が見られ、 1

mふ程度の気泡や白斑を僅かに含
む

ガラス光沢に

富む
不明

8 H T J 3 漆黒色不透明

黒色の微細な流理が見ちれ、 1

mm程度の気泡や白斑を僅かに含
む

ガラス光沢に

富む
なめらか

9 H T J 4 漆黒色不透明
黒色の微細な流理が見られ、 1

mm程度の球顆を全体に含む

ガラス光沢に

富む
なめらか

1 0 H T J 5 漆黒色不透明

灰黒色の微細な流理が見られ、

1 mm程度の球顆や気泡を全体に
含む。細かい裂閲が多く見られ

る

ガラス光沢に

富む
なめらか

1 1 H T J 6 漆黒色不透明

1 mm程度の球顆や気泡を全体に

含み、細かい裂閲が多く見られ

る

ガラス光沢に

富む
不明

1 2 H T J 7 黒色半透明

灰色～灰黒色の縞が一部に見ら

れ、 1 mm程度の球顆や細かい裂

閲が全体に見られる

ガラス光沢に

富む
なめらか

1 3 H T J 、8
黒色半透明～不

透明

灰色～灰黒色の流理が全体に見

られ、 1 mm密度の白斑や細かい

裂閲が全体に見られる。

ガラス光沢に

富む
なめらか

1 4 T T S l 黒色半透明
黒色微粒子や0．5～ 1 mm程度の球

顆が全体に多く散在する

ガラス光沢に

富む
不明

1 5 T T S 2 赤褐色半透明
茶色の微粒子が全体に多く散在

し、微細な縞 も見られる

ガラス光沢に

富む
不明

1 6 T T S 3 暗赤褐色不透明

暗茶色～黒色の流理が全体に見

られ、0．5～ 1 mm程度の白斑が少

し散在する

ガラス光沢に

富む
なめらか

1 7 T T S 4 黒色透明
黒色の縞が全体に見られ、 1 mm

程度の球顆が少々散在する

ガラス光沢は

鋭い
不明

1 8 T T ‾S 5 薄煙色透明
薄茶色の縞が少々見 られる。黒

色微粒子を僅かに含む・

ガラス光沢に

富む
不明
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個体別番号 ． 色調 含有物 ・その他 元沢 自然面

1 9 T T S 6 黒色透明
黒色粒子や1 mm程度の球額が全

体に散在する・

ガラス光沢は

鋭い
不明

2 0 K R M l 薄煙色透明

黒色の微細な粒子状の縞や、縞

に沿って黒色粒子が散在する。

一部に微細な球頼右含む

ガラス光沢は

鋭い
不明

2 1 K R M 2 薄煙色透明
黒色の微細な粒子状の縞や微細

な気泡が散在する

ガラス光沢に

富む
不明

2 2 K R M 3 薄煙色透明
白色の徹細な粒子状の緬や、‘1

mm程度の球額が一部に見られる

ガラス光沢に

富む
不明

2 ．3 K R M 4 黒色半透明

黒色微粒子が全体に多 く散在す

る。 1 mm程度の白色粒子を僅か

に含む

ガラス光沢に

富む
不明

2 4 K ，R M 5 黒色半透明
黒色微粒子の微細な縞が無数－±

見られる

ガラス光沢に

富む
不明

2 5 W D T l
黒色不透明～半透 黒～こげ茶の微粒子が全体に多 ガラス光沢に 不明
明． く散在し、細やかな縞を作る 富む

2 6 W D T 2 薄黒色透明
黒色の微粒子や細やかな縞が全

体に見られる

ガラス光沢は

鋭い

スリガラス状

で、一部発泡す

る

2‾7 W D T 3 煙色透明
灰色～灰窯色の細やかな縞が全

体に見られる－

ガラス光沢は

鋭い

1
スリガラス状

2 8 W D T 4 薄煙色透明

灰黒色の微粒子が全体に散在

し、 3 mm程度の球額を一部に含

む

ガラス光沢に

富む r
不明

2 9 K O rZ 1 － 1 虔色半透明
雇灰色微粒子の微細な縞が無数

に見られる

ガラス光沢に・

富む
不明

3 0 K O Z 1 － 2 黒色半透明
黒色粒子の微細な縞が無数に兄

．られる

ガラス光沢は

鋭い
不明‾

3 1 K O －Z 1 －3．
黒色半透明～不透

明

黒色粒子の縞が無数に見 られ

る。 1mm程度の白斑を僅かに含

む

ガラス光沢に

富む
不町

3 2 K O Z 1 －4 翠色半透明
黒色微粒子が全体に多 く散在す

る

ガラス光沢は

鈍い
不附

3 3 K O こZ 1 －5 翠色透明

黒色粒子の微細な縞が無数に見

られる。 1 mm程度の球顆を僅か

に含む

ガラス光沢に

富む
不明‘

3 4 K O Z 2 － 1 黒色透明
黒色粒子の微細な縞が無数に見

られる

ガラス光沢に

富む
不明

KSW一柏峠（天城系）　KMT一上多賀（箱根系）　HTJ一畑宿（箱根系）　TTS一蓼科系
KRM一霧ヶ峰系　WDT一和田峠系　KOZl一神津1群（恩馳島・沢尻湾・長浜）　KOZ2‾
神津2群（砂糖崎・長浜）
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6　個体別資料の分布〈第43～45図〉

信州系、箱根系、天城系、神津島系の4系統の黒耀石が搬入されているが、主体となるのは箱根系の

黒耀石で、畑宿産が全体の約80％を占めており、他に上多賀産が1点含まれる。なお、畑宿産の風化が

進んだ黒耀石は、上多賀産のものと同様な測定値を示すことがある。遺跡内の出土資料は、新鮮面を出

して測定を行っていないことから、上多賀産の1点については、畑宿産の可能性もある。信州系の黒輝

石は、蓼科産1点、霧ヶ峰産5点、和田峠産7点と少なく、天城系の柏峠産と神津島系のものも1点ず

つであることから、1つの原産地に依存しているという状況が窺える。畑宿産は、調査区中央やや北寄

りの、J－16グリッドからK－17グリッドにかけて約18mx12mの範囲で、楕円状に比較的集中したか

たちで分布し、畑宿産のものだけで構成される。K－16グリッド北部からK－17グリッド中央部にかけ

て石器が最も集中し、この地点で剥片剥離が行われたと考えられる。接合関係も2例認められる。個体

別の分布状況は、HTJ3が集中箇所の北東部に中心を持ち、HTJ5が集中箇所の南西部に中心を持つ。

HTJ7は集中箇所の周辺部に分布するという状況である。製品は、ナイフ形石器1点（表採）、掻器3点、

削器2点が出土している。掻器3点のうちHTJ5は、石器が最も集中する地点から出土している。なお、

削器のHTJlとU剥片のWDT3の出土層位はFB層であるが、形態からYL層の石器として扱った。Mq

12グリッドから出土している。K－16グリッドから出土したHTJ3の削器は、K－17グリッドの剥片と

接合する0畑宿産以外のものは、集中部周辺を環状に取り囲むようなかたちで、散漫に分布している状

況である0これら信州系を中心とした畑宿産以外の石器は、調査区内で剥片剥離が行われた痕跡は認め

られず、製品・剥片として単独で調査区外から持ち込まれたと考えられる。TTSlとWDT4の各1点は、

いずれもナイフ形石器で、それぞれ単独で出土している。霧ヶ峰産は、使用痕のある剥片が2点、J－

17グリッドで出土している。また、全ての原産地をとおして黒耀石製の石核は1点も出土していない。

表11個体別資料別石器器種組成表

K K H H H H T K K W W W W
K
0
測

S ・ M T T T T T R R D D D D Z 定

W T J J J J S M M T T T T 1 不

3 1 1 3 5 7 1 ・2 3 1 2 3 4 1
4

能
口ロロ

ナイフ 1 1 1

掻　 器 1 1 1

削　 器 1 1 1

U 剥片 2 1

石　 刃

石　 核

剥　 片． 1 13 ±0 ・白 1 1 2 2 ，1 1

砕　 片 1 7 7 1 1

合　 計 1 1 1 23 28 10 1 1 4 2 3 1 1 1 2
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7　主要石材の分布〈第45、46図〉

本遺跡で出土している黒耀石以外の石材は、頁岩が41％と半数近くを占め、以下安山岩18％、黒色緻

密安山岩16％、玄武岩12％の割合で続く。頁岩の分布は、器種により大きな偏りが見られる0石器の素

材となる石核は、全て3区から出土し、J－12グリッド付近に大半が集中する0剥片の点数は4点と少

ない。一方、1区からの石核の出土はなく、剥片・砕片の他に石刃が1点出土している0分布状況は、

一部畑宿産の黒耀石が集中する箇所に重複するものも見られるが、全体に散漫であり、剥片剥離が行わ

れた痕跡は見られない。前述したように、石核は、いったん調査区外に持ち出し、剥片剥離作業を行っ

た後、再び持ち込まれた可能性がある。黒色緻密安山岩は、石核が2点出土しているが、剥片数は9点

と少なく、分布も散漫な状況である。頁岩同様、調査区内では剥片剥離が行われていないと考えられる。

また、原石が5点持ち込まれており、J－11グリッドからJ－12グリッドにかけて単独で出土している0

大きさは、拳大からそれより一回り大きい程度のものである。安山岩と玄武岩は、敲石や磨石の類の出

土が多く、玄武岩は全て加工具である。3区に拡散的に分布し、安山岩はJ－12グリッドに比較的集中

して分布する。同グリッドから石核も1点出土している。この他、チャート、溶結火砕岩、ホルンフェ

ルス、流紋岩を石材とする石核が、いずれも単独で出土し、凝灰岩の一種である溶結火砕岩は4点の出

土を見た。それぞれ剥片の出土は見られない。

表12　主要石材別石器器種組成表

頁岩

黒

色

撤

密

安

山

岩

安山岩 玄武岩 チャー ト

溶

結

火

砕

岩

ホ

ル

ン

フ

エ
ル

ス

流紋岩 緑色砂岩 碧玉 その他

削器 1 1

U 剥片 3

石刃 1

石核 10 2 1 1 4 1 1

敲石 4 5 2

凹石 ・1

敲石 ・凹石

磨石 1 0 5

敲石 ・磨石 3 1 1

剥片 2 6 9 1 1 1

砕片 2

原石 5

合計 4 2 16 19 1 2 3 4 ▼1 1 1 1 3
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第2節　休場層直下黒色帯の遺構と遺物

1　概　要

石刃2点、使用痕のある剥片1点、剥片8点、砕片1点、計12点が出土している。2箇所の石器ブロ

ックが検出されているが、いずれも密集した在り方を示していない。石材の内訳は、畑宿産の黒耀石4

点、霧ヶ峰産の黒耀石1点、頁岩5点、黒色緻密安山岩2点である。

2　石　器　〈第50図〉

128は、単設打面の石核から剥離された頁岩製の石刃である。

129は、単設打面の石核から剥離された石刃であるが、礫面を多く残していることから、剥片剥離の初

期の段階のものと考えられる。頁岩製。

130は、両端が切断（折断）されている。左側縁に細かい調整が施されていることから、スクレイパー

的に使用されたものと考えられる。畑宿産の黒耀石製である。

3　石器ブロック

（1）Aブdック　〈第48、49図〉

J－17グリッド西部に‾1mX0．8mの範囲で分布し、石刃1点、剥片3点で構成され、黒耀石は含まれ

ない。垂直分布は約26cmを測る。接合関係は見られない。

（2）Bブロック　〈第51、52図〉

K－17グリッドの北部に位置し、黒耀石製の剥片4点で構成され、3．6mx2．4mの範囲に散漫に分布

する。ブロックとして捉えることが妥当か判断しがたいが、4点中3点をHTJ6が占めていることから、

ブロックとして扱った。接合関係は認められない。

表13　BBO層石器器種組成表

H T J 6 K R M 3 頁岩 黒撤安山岩

石刃 r 2

U 剥片 1

剥片 2 1 3 2

砕片 1

合計 4 1． 5 2

表14　BBO層石器計測表

器種 N O ． グ リッ ド 遺物番号 石材 個体別　　 最大縦 長皿皿 最大横長皿 最大厚皿皿 重量 g

石刃 12 8 I 16 ▼1 貢岩 8 7．0 ‘ 15 ．0 12．5 11 4 ．7

石刃 12 9 J 17 1 頁岩 6 3．0 2 7 ．0 13．5 2 0．6

U 剥片 13 0 K 1 6 3 黒耀石 H T J － 6　　　 2 7．0 13 ．5 4 ．5 1．3

ー70－
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第3節　第I黒色帯の遺構と遺物

1　概　要

総数21点が出土しており、器種構成はナイフ形石器1点、掻器4点、削器1点、使用痕のある剥片2

点、剥片8点、砕片5点である。石器ブロックが調査区中央からやや南西寄りに1基検出されている。

また、礫ブロックが石器ブロックに重複して1基検出された。なお、剥片には上多賀産のものが1点含

まれるが、P．60の「個体別資料の分布」の中で触れたように、畑宿産の可能性もある。

2　石　器　〈第57、58図〉

131は、頁岩製の大型のナイフ形石器である。縦長剥片を素材とし、全体を尖頭状に仕上げたものであ

る。縁辺部に施された調整は、平斜な鋸歯状を呈する。

132は、畑宿産の黒耀石製で、磯面の残るサイコロ状の分厚い剥片を素材とした掻器である。剥片の末

端部に調整を施してある。

133は、分厚い剥片を素材とした掻器である。剥片の末端部を折断し、円形に加工されている。畑宿産

の黒耀石製である。

134は、霧ヶ峰産の黒耀石製で、石刃状の剥片を用いた母指状掻器である。

135は、畑宿産の黒耀石製の掻器で、剥片の末端部に調整を施してある。

136は、分厚い縦長剥片素材の削器である。折断された末端部にも加工が施されているのが観察される0

掻器の可能性もある。畑宿産の黒耀石製。

137は、端部が折断された石刃の可能性もある石器で、右側縁部に使用痕が認められる。畑宿産の黒耀

石製である。

138は、裏面から折れた剥片の左側縁部に、スクレイパーエッジ状の粗い加工が施されたもので、右側

縁部に使用痕が認められる。畑宿産の黒耀石製である。

表15　BBI層石器器種組成表

K M T 2 H T J 4 H T J 8 ．T T S 2 K R M 3 測定不能 頁岩
黒色撤密

安山岩

ナイフ 1

掻器 3 1

削器 1

U 剥片 2

剥片 1 3 1 1 2

砕片 1 2 2

合計 1 7 3 1 3 2 2 2
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3　石器ブロック　〈第54、55図〉

調査区南西部のI－16グリッド中央部付近の、標高約145・5mから検出された0ブロックは14点の石器

で構成され、1．5mX1．1mの規模で分布し、ブロック内からは、6点の礫で構成される磯群が1基検出

されている。石器14点の内訳は、ナイフ形石器1点、掻器3点、削器1点、剥片4点、砕片1点で、そのう

ち13点が黒耀石、1点が頁岩である。黒耀石は4個体が確認できるが、箱根系の割合が高く、HTJ4・

HTJ8・KMT2で73％を占める。信州系はKRM3のみが認められる0接合関係は認められず、剥片剥離

を行った痕跡も確認されない。

4　礫　群〈第56図〉

I－16グリッドの石器ブロックに重複して検出された。0．7mX0．4mの規模で分布し、垂直分布は約

10。mを測り、南にやや傾斜する。6個の磯によって構成されるが、密集した在り方は示していない0最

大磯4，100g、最小礫100g、総重量6，040gで、2個の赤化礫を含む0石材は、安山岩と玄武岩を主体と

している。接合関係は見られない。

表16　BBI層石器計測表

器種　　No．グリッド　遺物番号　石材　　　個体別　最大縦長皿最大横長皿最大厚皿重量g

ナイフ　131　日6　　　14　　　頁岩　　　　　　　　　66

掻器　　132　　日7　　　　1

掻器　　133　　I16　　　　6

掻器　　134　　日6　　　　1

掻器　　135　　I16　　　　　5

削器　　136　　日6　　　　15

U剥片　　137　　J16　　　　　2

U剥片　　138　　L16　　　　1

黒耀石　　HTJ－4　　　24

黒耀石　　HTJ－4　　　34

黒耀石　　KRM－3　　　26

黒耀石　　HTJ－4　　　26

黒耀石　　HTJ－8　　　57

黒耀石　　HTJ－8　　　34

黒耀石　　HTJ－8　　　49

33　　　　15　　　32．7

28．5　　　18　　12．6

40．5　　　19　　19．1

19　　　　　7　　　3．2

27　　　　7．5　　　3．9

36．5　　13．5　　27．1

29．5　　　　6　　　5．1

39　　　　11　　21．2
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第4節　第Ⅱ黒色帯の遺構と遺物

1　概　要

本遺跡で確認できる黒色帯の中では最も遺物の出土量が多かった。石器は、削器2点、錐形石器1点、

石刃1点、二次加工のある剥片1点、残核1点、磨石1点、台石2点、剥片27点、砕片1点の計36点が

出土している。石器ブロックは、調査区南西部から3基、東部から1基検出され、このうちAブロック

は礫群を1基内包する。

2　石　器〈第69、70図〉

139は、黒耀石製の削器で、右側縁に細かい調整を施し、スクレイパーエッジとしている。蓼科産。

140は、左側縁にノッチ状の加工を施した蓼科産の黒耀石製の削器である。一部に刃器としての使用痕

を残している。

141は、両設打面石核から剥離された珪質頁岩製の石刃で、礫面を残していることから、剥片剥離の初

期の段階のものであると考えられる。

142は、貝殻状の剥片の側線部にドリル状の加工を施した錐形石器である。蓼科産の黒耀石製。

143は、黒色緻密安山岩製の二次加工のある剥片（R剥片）で、端部に加工痕が観察される。サイドス

ク．レイバーとして使用されていた可能性がある0

145は、打面を転移させながら剥片を剥離した複設打面石核の残核である。柏峠産の黒耀石製。

146は、磯の上面に擦痕が認められることから、石皿的に使用されたものと考えられる0玄武岩製で、

重量1，660gを測る。

147は、磯の上面に擦痕と複数の敲打痕が認められる0輝石安山岩製で、重量2，245gを測る。

表17　BBⅡ層石器器種組成表

K S W 2 K S W 3 T T S 3 T T S 4 頁岩
黒色緻密

安山岩
安山岩 玄武岩 その他

削器 1 1

錐形石器 1

石刃 1

磨石 1

台石 1 1

残核 1

R 剥片 1

2
剥片 1 3 1 14 6

砕片 1

2
合計 1 5 1 ． 3 15 7 2 1
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3　石器ブロック

（1）Aブロック　〈第60、61図〉

I－16グリッドの標高約145．5mに分布する。ブロックは17点の石器で構成され、内訳は削器1点、錐

形石器1点、残核1点、台石2点、剥片・砕片12点である。石器は、5．0mX3・2mの規模で散漫に分布

し、磯群が重複して分布する。比較的石器がまとまるのはブロック西側で、台石や残核を伴う。垂直分

布は約60cmを測る。石材は、蓼科産と柏峠産の黒耀石と頁岩が主体である。

（2）Bブロック　〈第63、64図〉

I－16グリッド東部の標高約145．0mに、5点の石器が分布し、台石1点と剥片4点から構成される。

垂直分布は約8cmを測る。石材は3点の黒耀石と、輝石安山岩・黒色緻密安山岩が使用されている0黒

耀石はいずれもKSW3で、その内の2点と、Cブロックに含まれる1点が接合する。

（3）Cブロック　〈第65、66図〉

J－16グリッド中央部やや西寄りの標高約145．5mに位置し、散漫な分布状況を呈する。削器・石刃・

磨石各1点と、剥片2点で構成される。KSW3の1点は、ブロック南西に位置するBブロックの2点と

接合する。垂直分布は約5cmを測る。

牲）Dブロック　〈第67、68図〉

L－16グリッド北部の標高147．9mに分布し、頁岩・珪質頁岩の剥片から構成される。散漫な分布状況

を呈し、垂直分布は約15cmを測る。

4　礫　群　〈第62図〉

I－16グリッドから検出された石器群のAブロックに重複して検出された。2・4mX2・4mの規模で、

14個の磯によって構成され、垂直分布は約32cmを測る。拳大の磯が大半で、幼児頭大の礫が2点含まれ

る。このうち赤化礫は8点である。最大磯2，370g、最小磯70g、総重量7，650gを測る。接合関係は見

られない。

表18　BBⅡ層石器計測表

器種　　NO．グリッド　遺物番号　　石材　　　個体別　最大縦長皿最大横長皿最大厚皿　重量g

削器　　139　　日6　　16　　　黒耀石　　TTS－4　　27・5　　31・0

削器　　140　J16　　1　　　黒耀石　　TTS－3　　62・0　　22・0

石刃　　141　J16　　　3　　　珪質頁岩

錐形石器　142　　日6　　12　　　　黒耀石　　　TTS－4

R剥片　　143　　I16　　19　　黒色緻密安山岩

残核　　145　　日6　　　6　　　　黒耀石　　　KSW－3

台石　　146　　I16　　　4　　　　玄武岩

台石　　147　　日6　　　25　　　輝石安山岩

76．0　　　　32．0

36．5　　　　20．5

45．0　　　　39．5

35．0　　　　24．0

152．5　　124．0

179．0　　173．5

12．0　　　9．0

11．0　　13．1

18．0　　　29．9

9．0　　10．9

13．5　　　23．6

16．5　　　8．8

75．0　1660．0

55．0　　2245．0
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第5節　第Ⅲ黒色帯の遺構と遺物

1　概　要

出土した石器の総点数は18点で、器種構成はナイフ形石器1点、削器2点、石刃1点、石核1点、打

面再生剥片1点、剥片12点である。石材は、頁岩が8点と最も多く、黒耀石は、信州系の蓼科産と霧ヶ

峰産が4点出土している。遺構は、石器ブロックが調査区西部から1基検出されたほか、本層位に掘り

込み面を持つと考えられる土坑が17基検出されている。

2　石　器　〈第74、75図〉

148は、蓼科産の黒耀石製で、切り出し状のナイフ形石器である。剥片の基部を切断（折断）技法によ

り除去している。149は、縦長剥片の縁辺部にスクレイパーエッジを削出した削器である。蓼科産の黒耀

石製。150は、縦長剥片の縁辺部に細かい調整を施したサイドスクレイパーで、末端部を折り取った後に

ェンドスクレイパーに加工されている。霧ヶ峰産の黒耀石製。151は、頁岩製の幅広の石刃で、打面は複

剥離打面である。風化が著しく、使用痕は観察されないが、刃器として使用されたものと考える。152は、

頁岩質チャート製の打面再生剥片で、左側縁に頭部調整痕が認められる。右側縁部に使用痕が認められ、

刃器として使用されていたと考えられる。153は、上面の剥離面を打面とした単設打面石核で、寸詰まり

の幅広の剥片を剥離したものである。黒色緻密安山岩製。

3　石器ブロック　〈第72、73図〉

G－17グリッド南東部の、西傾斜面が谷に向かって傾斜を強めはじめる変換点に位置し、標高約143・6m

辺りに比較的まとまって分布している。石器は、2．9mX0．9mの範囲から削器1点、石刃1点、打面再

生剥片1点、剥片5点の計8点が出土している。このうち頁岩が5点をしめる。接合関係は見られない。

表19　BBⅡ層石器器種組成表

T T S 6 K R M 4 頁岩
頁岩質

チャー ト

黒色撤密

安山岩
輝石安山岩 珪質砂岩 その他

ナイフ 1

削器 1 1

石刃 1

石核 1

打面再生

剥片
1

剥片 7 1 1 1 1 1

合計 2 2 8 2 1 1 1 1

表20　BBⅡ層石器計測表

器種　　　 N o ． グリッ ド 遺物番号　　　 石材　　　 個体別 最大縦長m皿　 最大横長mm　 最大厚皿皿 重量 g

ナイ フ　　 14 8 H 16 2　　　　 黒耀石　　 T T S － 6 2 4 ．5　　　　 1 1．5　　　　 6．0 1．0

削器　　 14 9 G 17 1　　　　 黒耀石　　 T T S － 6 3 7 ．0　　　　 2 6．5　　　 1 5．0 1 1．0

削器　　 15 0 I 16 2　　　　 黒耀石　　 K R M －4 4 2 ．5　　　　 2 8．5　　　 1 1．0 1 0．5

石刃　　　 15 1 G 17 4　　　　　 頁岩 8 2 ．0　　　　 4 6 ．5　　　 1 6．0 5 2．4

打面再生剥片　 15 2 H 16 4　　 頁岩質チ ャー ト 5 1．0　　　　 3 0 ．0　　　 1 7．0 2 2．0

石核　　 15 3 I 16 1．7　　 黒色撤密安山岩 5 0 ．0　　　　 7 8 ．5　　　　 3 4．0 9 9．4
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4　土　坑

SCⅢbl直下からSCⅢS4上面にかけて17基の土坑を検出している。1区で検出された土坑は、南北

方向に2列並行するかたちで配置されており、谷が迫る西側の列は、I－15グリッドからI－17グリッ

ドにかけて9基密に構築され、それぞれ最大3．5m、最小0．5mの間隔で配置されていた。東側は、K－

14グリッドからK－18グリッドにかけて、8号土坑を除くとほぼ一直線に、最大14．2m、最小2．0mの間

隔で配置されていることが確認された。また、3区から検出された2基は、J－11グリッドからK－11

グリッドにかけて4．5mの間隔で配置されており、1区の土坑列に連続するものと思われるが、東西どち

らの列に属するかは判然としない。、平面形は、開口部・底部ともに正円に近い形状を呈している。断面

形は、開口部が朝顔状に開くものが大半であるが、一部ほぼ垂直に立ち上がるものもある。また、テス

トピットの土層壁やセクションベルトにかかった土坑が8基あったため、土層観察を行った結果、各土

坑の覆土は全てSCII層により被覆されていることが確認でき、覆土上層にBBⅢ層に相当すると考えら

れる黒褐色スコリア質土が認められた。このことから、土坑の掘り込み面はBBⅢ層中にあると考えられ

るが、BBⅢ層と覆土上層のBBⅢ層相当の土壌とが明確に分離できないため、掘り込み面は確定できて

いない。なお、土坑の覆土は全て水洗を行い、炭化物やチップの検出に努めたが、分析に耐えない極微

量の炭化物を除けば、遺物は検出されなかった。

以下、各土坑について記すが、節の最後に掲載した表21の推定深度は、BBⅢ層中位を掘り込み面と仮

定し、検出面からの層厚を加えたものである。また、土層壁等にかからなかった土坑については、SCⅢ

bl直下で検出されたものには30cm、SCⅢS4上面で検出されたものは40cmを標準土層をもとに、それぞ

れ加えている。
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1号土坑〈第76図〉

遺跡の北側K－18グリッド南西部から、平成5年度の第1次調査時に検出されたものである。検出面

はSCⅢS4上面で、長径105cm、短径99cm、深さ113cmを測る。平面形はほぼ正円で、断面形は開口部付

近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　暗黒褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの橙・赤色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコリ

アを含む。BBⅢ層相当。

②　黒褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの橙・赤色スコリア、0．3～0．5cmの黒色スコリアを含み、

0．1～0．2cmの灰色スコリアを若干含む。（丑に類似する。

③　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの橙・赤色スコリアを含み、0．2～0．3cmの黒色スコリア

を含む。硬質である。

④　暗褐色スコリア質土　③に類似するが、黒色スコリアの径がやや大きくなり、硬さもやや

軟性を帯びてくる。

⑤　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色スコリア、0．3～0．7cmの黒色スコリアを含む。

赤色スコリアの割合が若干高い。

⑥　暗褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色・黒色スコリアを含む。ややもろい。

⑦　黄褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの黒色スコリアを含み、0．2～0．4cmの赤色スコリアを少

量含む。SCⅢS4下の黄褐色スコリア質土（第18層）に相当すると考えられる。

⑧　黄褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの黒色スコリアを含み、0．1～0．3cmの赤色スコリアを少

量含む。硬質でSCⅢS4かその上層のスコリア層（第16層）に相当すると考えられる。

⑨　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色・橙色スコリアを少量含み、0．2～0．5cmの黒色

スコリアを含む。やや脆弱である。

⑩　褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色・黒色スコリアを含む。⑥に似るが色調がやや明るく、

スコリアの含有量が多くなる。

2号土坑〈第78図〉

遺跡の南西I－16グリッド北部から検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径97cm、短径89cm、深

さ102cmを測る。平面形はほぼ正円である。断面形は開口部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉（丑　黒褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色・黒色スコリアを含み、0．2～0．8cmの橙色スコリ

アを少量含む。白色パミスが広範にわたって散在する。

②　黒褐色スコリア質土　①に類似するが、白色パミスの頻度は低くなり、締まりが悪くなる。

黒色の発色が増す。

③　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの赤色・黒色スコリアを多く含む。炭化物を若干量含

む。

④　黒褐色ローム質土　0．2～0．5cmの赤色・黒色スコリアを含む。

⑤　暗褐色ローム質土　0．2～0．3cmの黒色スコリア、0．2～0．5cmの赤色スコリアを含み、発泡

の悪い0．2～0．5cmの茶色スコリアを若干含む。

⑥　⑤と⑦の混土。⑦をベースに⑤がブロック状に入る。

⑦　黄褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの発泡の悪い黒色スコリア、0．2～0．3cmの赤色スコリア

を多く含む。

⑧　茶褐色スコリア質土　0．2～0．7cmの黒色スコリア、0．2～0．4cmの赤色スコリアを含み、0．2～

0．3cmの黄色スコリアを若干含む。
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⑨　黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの黒色スコリア、0．2～0．3cmの赤色スコリアを少量含む。

SCⅢS4直下のスコリア層（第18層）に類似する。

⑲　⑥に類似する。

⑪　暗褐色ローム質土　⑤に類似するが、締まりは良く、色調も若干明るい。

⑫　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色・黒色スコリアを含む。

⑬　茶褐色ローム質土　0．2～0．5cmの赤色スコリアを含み、0．1～0．2cmの黒色スコリアを若干

含む。

3号土坑〈第79図〉

遺跡の南西I－16グリッド東部で検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径107cm、短径90cm、深さ

109cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形は開口部付近がほぼ垂直に立ち上がる。

〈覆土〉①　暗黒褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの橙色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコリアを

少量含む。BBⅢ層に類似するが橙色スコリアの密度が高く、黒色の発色が若干劣る。

②　茶褐色ローム質土　0．2～0．4cmの樺色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを少量含む。

脆弱である。

③　黒褐色スコリア質土　①に類似するが、黒色の発色が弱い。0．2～0．4cmの橙色スコリアを

含み、0．1～0．5cmの黒色スコリアを少量含む。

④　黄褐色スコリア質土　第18層に相当すると思われるスコリア塊である。硬質で0．2～0・5cm

の黒色スコリア、0．1～0．2cmの赤色スコリアを含む。

⑤　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの橙色スコリア、黒色スコリアを含む。0．2cmの青灰色

スコリアを若干含む。

⑥　茶褐色スコリア質土　⑤に類似するが、やや橙色スコリアの頻度が増す。色調も若干明る

くなる。

⑦　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの橙色スコリア、0．2～0．7cmの黒色スコリアを含む。0・2～

0．4cmの赤色スコリアを少量含む。

⑧　褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの橙色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。0・2cm

の黄色スコリアを少量含む。

⑨　黄茶褐色スコリア質土　⑦に類似するが若干色調が明るくなり、黒色スコリアの頻度がや

や増す。

⑲　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの黒色スコリアを多く含み、0．2～0．4cmの樺色、赤色

スコリアを含む。SCⅢS4直下のスコリア層（第18層）に類似する。

⑪　明褐色ローム質土　中部ローム層中に特徴的に見られる0．1～0．3cmの赤色スコリア（ペア

スコリア）を多く含み、0．1～0．2cmの黒色スコリアを若干含む。

⑫　暗褐色ローム質土　0．2～0．4cmの橙色、黒色スコリアを含む。黒色の粘性土がラミナ状に

入る。

⑬　暗黄褐色ローム質土　⑫に似るがスコリアの割合が低下し、軟らかい。黒色粘性土もほと

んど見られなくなる。

⑭　暗茶褐色ローム質土　土質は⑫に似るが粘性土は見られない。

⑮　暗褐色ローム質土　0．2～0．4cmの黒色スコリアを含み、橙色スコリアを少量含む。
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第79図　3号土坑図（1／20）

4号土坑　〈第80図〉

遺跡の南西I－16グリッド北部で検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径101cm、短径86cm、深さ

97cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形は開口部付近が朝顔状に開く。5号土坑の直近、約50cmのと

ころに構築されている。

〈覆土〉①　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの橙色、赤色スコリアを含み、0．2～0．8cmの黒色スコ

リアを含む。
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②　黒褐色ローム質土　0．2～0．4cmの橙色、赤色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリア

を若干含む。締まりが悪ぐ崩壊し易い。BBⅢ層に相当。

③　黒褐色スコリア質土　①に類似するが橙色、赤色スコリアが多くなり、黒色スコリアの径

が小さくなる。黒色も強くなり、BBⅢ層に相当すると考えられる。

④　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの橙色、赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含

む。

⑤　褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの橙色、赤色スコリアを含み、0．3～0．8cmの黒色スコリア

を含む。SCⅢ層に相当すると考えられるスコリア層が混在する。

⑥　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの橙色、赤色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコ

リアを含む。⑦に類似するが締まりは良くない。

⑦　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの橙色、赤色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコ

リアを含む。第18層の黄褐色スコリア質土に相当すると思われる。

⑧　黄褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、黒色、橙色スコリアを含む。SCⅢS4に相当。

⑨　暗黄褐色スコリア質土　⑦に類似するが色調は若干暗く、硬度が落ちる。

5号土坑　〈第80図〉

I－16グリッド北部に位置し、4号土坑の直近で検出された。検出面はSCⅢS4上面で、長径102cm、

短径94cm、深さ101cmを測る。平面形は正円に近く、断面形は、開口部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　黒褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．3～1．0cmの黒色スコリ

アを含む。BBⅢ層相当。

②　暗褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．3～0．6cmの黒色スコリ

アを含む。黒色の発色は弱いが、BBⅢ層に相当すると考えられる。

③　褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

④　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。

硬質でSCⅢ層に相当すると思われる。

⑤　黒褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

⑥　②と③の混土。やや締まりに欠ける。

⑦　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

第18層のスコリア質土に類似する。

⑧　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．3cmの黒色スコリアを含む。

⑨　褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。

⑲　暗褐色スコリア質土　0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。SCⅢ層

相当の土が混在する。

⑪　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．1～0．4cmの黒色スコリアを含む。

SCⅢ層相当の土がベースになる。

⑫　褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。

⑬　黄褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色、黒色スコリアを含む。

⑭　褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。

⑮　暗褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリアを含む。SCⅢ層相当の土だが脆い。スコリ

アの小塊が混在する。
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6号土坑〈第81図〉

遺跡の北西I－17グリッド東部から検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径97cm、短径91cm、深

さ100cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形は開口部付近が緩やかに外に開く。

〈覆土〉①　暗褐色ローム質土　0．1～0．3cmの赤色、橙色スコリアと0．2～0．3cmの黒色スコリアを含む。

②　黒褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．3～0．7cmの黒色スコリ

アを含む。黒色の発色が弱く、締まりもあまり良くないがBBⅢ層に相当すると思われる。

③　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色、黒色スコリアを含む。

④　黒褐色スコリア質土　②に類似するが締まりがあり、色調は若干明るい。

⑤　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの赤色、黒色スコリアを含む。SCⅢ層相当の土がベー

スとなる。

⑥　黒褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。硬質でSCⅢ層に相当する

スコリアのブロックが混在する。

⑦　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．4cmの黒色スコリアを含む。

SCⅢ層に相当。

⑧　黄褐色スコリア質土　⑦に類似するが、色調はやや明るく、黒色スコリアの径がやや小さ

くなる。

⑨　黄褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。第18

層のスコリア質土上位の土に相当すると思われる。

⑲　褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．3cmの黒色スコリアを含む。

7号土坑〈第82図〉

調査区北西I－17グリッドの北部で検出された。検出面はSCIIIbl直下で、長径105cm、短径92cm、深

さ127cmを測る。平面形は円形に近く、断面形は開口部付近が若干外に開くが、ほぼ垂直に立ち上がる。

半裁の段階で、土坑底部以下にある緑灰色粘性土の下部を底面と考えたが、断面観察の結果、底面は⑬

層下部であることが判った。したがって、底面東側は正確に実測できていない。

〈覆土〉①　黒褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、樺色スコリアを含み、0．2～0．6cmの黒色スコリ

アを含む。やや黒色の発色が悪いが、BBⅢ層に相当すると考えられる。

②　暗褐色スコリア質土　0．2～0．7cmの赤色、樺色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコリ

アを含む。BBⅢ層に相当すると思われるが、やや硬質である。

③　②をベースに④が混在する。

④　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色、黒色スコリアを含む。第18層に相当す

るスコリア質土であると考えられる。

⑤　暗褐色スコリア質土　②に類似するが、黒色が強く、脆弱である。

⑥　暗褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。硬

質である。

⑦　暗黄褐色スコリア質土　一部に⑥を含むが、SCⅢ層相当のスコリア質土がベースである。

0．2～0．3cmの黒色、赤色スコリアを含む。

⑧　茶褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。第18

層の下位に相当すると思われる。

⑨　暗黄褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

⑲　茶褐色ローム質土　⑧に類似するが、黒色スコリアの径が小さくなる。
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⑪　暗褐色ローム質土　0．1～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。下部は脆い。

⑫　褐色ローム質土　0．1～0．3cmの黒色、赤色スコリアを含む。土質は⑪に似る。

⑬　暗褐色ローム質土　⑪に類似したローム質土をベースに、灰白色粘性土を中に含む。

⑭　黒色粘性土　0．2～0．3cmの赤色スコリアを少量含む。

8号土坑　〈第83図〉

調査区東側K－17グリッド北東部で検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径124cm、短径111cm、

深さ136cmを測り、検出された土坑の中では最大規模である。平面形はやや楕円状を呈し、断面形は開口

部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　暗黒褐色スコリア質土　0．1～0．4cmの赤色、橙色スコリアを多く含み、0．2～0．5cmの黒色

スコリアを含む。0．1～0．2cmの白色パミスを少量含む。黒色の発色が強くBBⅢ層に相当す

る。

②　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリ

アを含む。SCⅢ層に相当すると思われる。

③　暗褐色スコリア質土　②に類似するが、赤色、橙色スコリアの含有量が多い。

④　黒褐色スコリア質土　0．2～0．8cmの橙色スコリア、0．1～0．3cmの赤色スコリアを含み、0．3～

0．7cmの黒色スコリアを含む。BBⅢ層に相当すると思われるが、黒色がやや弱い。

⑤　暗褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリア

を若干含む。

⑥　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．8cmの黒色スコリア、0．2～0．3cmの赤色、橙色スコリアを

含む。SCⅢ層相当の土が混在する。

⑦　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの黒色スコリア、0．2～0．4cmの赤色スコリアを含む。

壁際は壁の崩落土と思われる第19層のローム質土が見られる。

⑧　⑤と⑥の混土。⑥がベース。

⑨　暗黄褐色スコリア質土　0．2～1．0cmの黒色スコリア、0．2～0．3cmの赤色スコリアを含む。

黄白色のパミスの小塊が、板状に若干量含まれる。

⑩　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．7cmの黒色スコリア、0．1～0．3cmの赤色スコリアを含む。

黄白色のパミスの小塊が、板状に若干量含まれる。

⑪　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．7cmの黒色スコリア、0．1～0．3cmの赤色スコリアを含む。

SCⅢ層に相当すると考えられる。

⑫　茶褐色ローム質土　0．2～0．3cmの黒色スコリア、0．2～0．4cmの赤色スコリアを含む。第19

層に相当すると考えられる。

⑬　褐色粘性土　0．2～0．4cmの黒色スコリア、0．2～0．4cmの赤色スコリアを含む。土坑の埋積

過程において一時溜水状態にあったことを示す鉄錆色の酸化鉄のラインが、土坑壁から底

部にかけて走る。

⑩　青灰色粘性土　粘性が強く、0．2cmほどの赤色、黒色スコリアを少量含む。一部茶色に変色

している箇所もある。

⑮　黒色粘性土　0．2cmの黒色、赤色スコリアを若干含む。

⑯　黄褐色ローム質土　0．2～0．3cmの黒色スコリアを含み、0．2cmの赤色スコリアを若干含む。

第18層下位の土に相当すると思われる。
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9号土坑〈第84図〉

調査区東側K－16グリッドで検出された。検出面はSCⅢS4上面で、長径91cm、短径84cm、深さ107cm

を測る。平面形はほぼ正円で、断面形はほとんど垂直に近く立ち上がる。

〈覆土〉①　暗黒褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、橙色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを

含むが、黒色スコリアの割合が他の土坑に比較して低い。BBⅢ層に相当する。

②　黒褐色スコリア質土　①に類似するが、赤色、橙色スコリアの量が減少し、黒色スコリア

の量が増す。BBⅢ層相当。

③　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。

⑥に比べやや硬質である。SCⅢ層相当。

④　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含むが、

赤色スコリアの頻度は高くない。

⑤　褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。

⑥　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。

③に類似する。

⑦　暗黄褐色ローム質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。第

18層下位に相当すると思われる。

⑧　暗黄褐色ローム質土　⑦に類似するが色調が若干暗い。

⑨　暗褐色粘性土　0．1～0．3cmの黒色、赤色スコリアを含む。青灰色や鉄錆色に変色している

箇所が上層に見られる。

⑲　黒色粘性土　0．2cmの黒色、赤色スコリアを若干含む。

⑪　黄褐色ローム質土　0．2～0．6cmの黒色スコリアを含み、0．1～0．2cmの赤色スコリアを若干

含む。SCⅢ層相当。

⑫　黄褐色ローム質土　0．2cmの黒色スコリア、0．1～0．3cmの赤色スコリアを含む。第19層のロ

ーム質土に相当すると考えられる。

10号土坑〈第85図〉

調査区の北端K－18グリッド西部から検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径108cm、短径103cm、

深さ139cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形は開口部付近が緩やかに外へ開く。

〈覆土〉①　暗黒褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、橙色スコリアを多く含み、0．3～0．8cmの黒色

スコリアを含む。0．1～0．2cmの白色パミスを少量含む。BBⅢ層に相当する。

②　暗茶褐色ローム質土　0．2～0．4cmの赤色、黒色、橙色スコリアを含む。

③　黒褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、橙色スコリアを多く含み、0．2～0．4cmの黒色ス

コリアを少量含む。

④　暗茶褐色スコリア質土　②と③の混土と思われる。②より若干軟質で、スコリアの含有量

がやや減る。

⑤　暗黄褐色ローム質土　第18層下位の土に相当すると思われる。0．2～0．4cmの赤色、黒色ス

コリアを含む。やや粘性有り。

⑥　褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．3～0．5cmの黒色スコリアを含む。⑤に

類似する黄褐色のローム塊が混在する。

⑦　黄褐色ローム質土　⑤に類似するが、スコリアの含有量が少ない。土色も若干明るい。

⑧　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．6cmの黒色スコリアを含み、0．2～0．3cmの赤色スコリアを
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少量含む。やや軟質であ

る。

⑨　黄褐色スコリア質土

0．2～0．3cmの赤色、橙色

スコリア、0．2～0．4cmの

黒色スコリアを含む。断

ち割りを行わなかったた

め、これ以上の分層は不

可能であったが、土質の

違いからもう一本線引き

できたと思われる。

第85図10号土読図（1／20）

11号土坑　〈第86図〉

調査区南側K－15グリッド南部から検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径111cm、短径98cm、深

さ128cmを測る。平面形は円形に近く、断面形は開口部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　黒褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを多く含み、0．2～0．4cmの黒色ス

コリアを含む。BBⅢ層相当。

②　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．6cmの黒色スコリ

アを含む。

③　暗褐色スコリア質土　②に類似するが、やや硬質で色調は若干暗い。

④　暗黄褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリアを

含む。SCⅢ層に相当すると思われる。硬質である。

⑤　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。②

に類似するが、赤色スコリアの量は減少する。
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⑥　暗黄褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。第18層下位の土に相当。

⑦　褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

⑧　褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。一部⑦

の土が入る硬質な部分もある。

⑨　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。下

部には⑪が混在する。

⑲　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。第18層下位の土に相当。

⑪　黄褐色ローム質土　⑲に類似するが、土色は若干明るい。

⑫　褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

⑬　黒色粘性土　0．1～0．2cmの赤色スコリアを若干含む。
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A
●

第86図11号土坑図（1／20）
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第87図12号土坑図（1／20）

12号土坑　〈第87図〉

調査区南端K－14グリッド南部から検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径112cm、短径106cm、

深さ125cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形は開口部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　黒褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリ

アを含む。BBⅢ層に相当する。

②　暗褐色ローム質土　0．2～0．4cmの赤色スコリアを少量含み、0．2～0．4cmの黒色スコリアを

含む。
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③　褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

④　褐色ローム質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．3cmの黒色スコリアを

少量含む。

⑤　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを

含む。

⑥　黄褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリアを少量含み、0．2～0．3cmの黒色スコリア

を含む。SCⅢ層に相当。

⑦　暗褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリ

アを含む。

⑧　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

SCⅢ層に相当する黄褐色のスコリア塊が混じる。

⑨　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

SCⅢ層をベースに⑦が混じる。

⑩　黄褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。第18

層下位の土に相当すると思われる。

⑪　鈍い黄褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

やや締まりに欠ける。

⑫　暗黄褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。底

部に黒色粘性土を若干含む。

13号土坑〈第88図〉

調査区北西I－17グリッドの中央付近から検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径111cm、短径96cm、

深さ106cmを測る。平面形はやや楕円状で、断面形は開口部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　暗黒褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの橙色、赤色スコリアを多く含み、0．2～0．5cmの黒色

スコリアを含む。BBⅢ層に相当する。

②　黒褐色スコリア質土　①に類似するが、赤色、橙色スコリアの量が減少し、黒色の発色が

弱くなる。

③　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリアを含む。

④　茶褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。SC

Ⅲ層に相当する土が混在する。

⑤　褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。

⑥　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

⑦　暗褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。④

に類似する。

⑧　黒褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。や

や締まりがない箇所もある。

⑨　褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリアを含み、0．1～0．2cmの黒色スコリアを少量含

む。

⑲　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含

む。下部に黒色土を少量含む。

⑪　暗褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。
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⑫　茶褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、黒色スコリアを含む。
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第88図13号土坑図（1／20）
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14号土坑〈第89図〉

I－17グリッド南よりから検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径106cm、短径94cm、深さ116cm

を測る。平面形は円形に近く、断面形は開口部付近が緩やかに外に開く。底部付近の覆土が第19層に相

当するローム土であり、地山と分離することが困難であったため、半裁段階で掘り過ぎている。したが

って、底面の南側は正確に実測できていない。

〈覆土〉①　黒褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの赤色、橙色スコリア、0．2～0・4cmの黒色スコリアを含

み、0．1cmの白色パミスを若干含む。BBⅢ層に相当する。

②　暗茶褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリア、0・2～0・4cmの黒色スコリアを

含む。やや軟質で、脆い箇所もある。

③　暗褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの赤色、橙色スコリア、0．3～0・8cmの黒色スコリアを含

む。硬質である。
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④　暗黄褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。第18層下位のローム土に

相当すると思われる。

⑤　暗茶褐色スコリア質土　②に類似するが、赤色、橙色スコリアの量が少なく、土色が若干

明るい。

⑥　暗黄茶褐色スコリア質土　⑤をベースに暗黄褐色スコリア質土が混じる。

⑦　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

第18層下位のロームに相当する。

⑧　暗茶褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

⑨　褐色ローム質土　0．2～0．4cmの黒色スコリアを含み、0．1cmの赤色スコリアを少量含む。

⑲　暗褐色スコリア質土　③に類似するが、色調がやや明るい。

⑪　暗褐色ローム質土　0．1～0．2cmの黒色スコリア、0．1～0．3cmの赤色スコリアを少量含む。

⑫　青灰色ローム質土　0．1～0．2cmの黒色、赤色スコリアを含む。一時期溜水状態にあったこ

とを示す鉄錆色に変色した箇所が上部に見られる。土質は⑬に類似。

⑬　明褐色ローム質土　0．1～0．2cmの黒色、赤色スコリアを含む。第19層のロームに相当する

と考えられる。

⑲　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．1～0．3cmの黒色スコリアを含む。

15号土坑　〈第90図〉

調査区南西端I－15～16グリッドにかけて検出された。検出面はSCⅢbl直下で、長径107cm、短径95cm、

深さ95cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形はコップ状である。

〈覆土〉①　暗褐色ローム質土　0．2～0．4cmの赤色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコリアを少量

含む。締まりがなく崩壊し易い。BBⅢ層相当。

②　黒褐色ローム質土　①に類似するが、土色は若干明るい。多少締まりは出てくる。

③　④をベースに（丑が混じる。

④　暗茶褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．4cmの黒色スコ

リアを含む。SCⅢ層相当。

⑤　暗黄褐色ローム質土　0．2～0．3cmの赤色、黒色スコリアを含む。締まりがなく崩壊しやす

い。第19層に相当すると思われるローム土が下部に入る。

⑥　暗褐色スコリア質土　0・2～0・3cmの赤色スコリア、0・3～0・4cmの黒色スコリアを含む。Q・2～

0．3cmの黄色スコリアを極少量含む。

⑦　暗黄褐色ローム質土　⑤に類似するが、締まりはある。第18層に相当すると考えられる。

⑧　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含む。

SCⅢ層に相当すると思われる。

⑨　暗褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．3cmの黒色スコリアを含む。

⑲　褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの赤色スコリア、0．2～0．6cmの黒色スコリアを含む。SCⅢ

層相当。

⑪　黄褐色ローム質土　0．1～0．3cmの赤色スコリア、0．1～0．4cmの黒色スコリアを含む。第19

層に相当する。

⑫　黒色粘性土　0．2～0．3cmの黒色、赤色スコリアを含む。粘性は強くない。

⑬　褐色ローム質土　⑨に類似する。

⑭　暗褐色粘性土　0．2～0．5cmの黒色スコリア、0．1～0．3cmの赤色スコリアを含む。青灰色粘
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性土を含み、上層に鉄錆色の変色箇所が見られる。

L＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二＿＿＿＿＿＿＿＿一三∃

第90図15号土坑図（1／20）

16号土坑　〈第91図〉

3区の北西J－11グリッド北部から検出された。検出面はSCⅢS4上面で、長径104cm、短径94cm、深

さ109cmを測る。平面形はほぼ円形で、断面形はコップ状である。覆土上層約30cmは、調査上の時間的制

約から、断面の観察を断念せざるをえなかったため実測はできていないが、掘削時の土質観察によりBB

Ⅲ層に相当する土が堆積していたことを確認している。

〈覆土〉①　暗茶褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤色、橙色スコリアを含み、0．2～0．5cmの黒色スコ

リアを含む。BBⅢ層相当。

②　暗褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリアを含む。BB

Ⅲ層相当。

③　暗褐色スコリア質土　①と②の混土。①をベースとする0

④　褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．3cmの黒色スコリアを含む。第18

層下位のローム土に相当すると考えられる。
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⑤　黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤

色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリ

アを含む。硬質でSCⅢ層に相当すると

考えられる。

⑥　暗黄褐色スコリア質土　⑤に類似する

が、土色はやや暗く、赤色スコリアの

量が減少する。

⑦　暗青灰色ローム質土　0．1～0．2cmの赤

色、黒色スコリアを含む。

⑧　黄褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの赤

色スコリア、0．2～0．5cmの黒色スコリ

アを含む。SCⅢ層に相当する。

⑨　茶褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色

スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリア

を含む。⑲に比べやや硬質である。第

18層下位のローム土に相当すると考え

られる。

⑩　暗茶褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤

色スコリア、0．2～0．3cmの黒色スコリ

アを含む。⑨に類似するが、黒色スコ

リアの径は小さくなり、含有量も減少

する。第19層に相当すると思われる。

1mー　　　　　　　　〕

第91図16号土坑図（1／20）

17号土坑〈第92図〉

3区北西のJ－11～K－11グリッドにかけて、セクションベルトにかかるかたちで検出された。検出

面はSCⅢS4上面で、平面形はほぼ円形で、断面形は開口部付近が朝顔状に開く。

〈覆土〉①　暗黒褐色ローム質土　0．2～0．3cmの黒色スコリアを含み、0．2～0．3cmの赤色、橙色スコリ

アを多く含む。BBⅢ層に相当すると考えられる。

②　暗黒褐色スコリア質土　0．2～0．5cmの黒色スコリアを含み、0．2～0．4cmの赤色、橙色スコ

リアを含む。BBⅢ層相当。

③　暗黒褐色スコリア質土　②に類似するが、黒色スコリアの頻度は低下する。

④　暗茶褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色、橙色スコリア、0．2～0．4cmの黒色スコリアを含

む。

⑤　茶褐色ローム質土　④に類似するが、色調はやや明るく、黒色スコリアの頻度は低下する。

⑥　暗黄褐色スコリア質土　0．1～0．3cmの黒色スコリア、0．1～0．2cmの赤色スコリアを含む。
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第92図17号土坑図（1／20）

第18層に相当すると思われる。

⑦　褐色スコリア質土　0．1～0．5cmの黒色スコリア、0．1～0．2cmの赤色スコリアを含む。SCⅢ

層相当の土が混在する。

⑧　黄褐色スコリア質土　0．2～0．4cmの黒色スコリアを多く含み、0．1～0．2cmの赤色スコリア

を含む。第18層上部のスコリア質土に相当すると思われる。硬質である。

⑨　暗黄褐色スコリア質土　⑧に類似するが、色調はやや暗くなる。

⑲　暗褐色スコリア質土　0．2～0．3cmの黒色スコリア、0．1～0．2cmの赤色スコリアを含む。SC

Ⅲ層相当の土が若干混じる。

⑪　黄褐色スコリア質土　0．1～0．2cmの赤色スコリア、0．2～0．3cmの黒色スコリアを含む。第

18層に相当すると考えられる。

⑫　褐色ローム質土　0．1～0．2cmの赤色、黒色スコリアを少量含む。第19層上部のローム土に

類似する。
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表21BBⅡ層土坑計測表

土坑番号 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （cm ） 推定 （cm ）

1 105 99 1 13 （15 3 ）

2 97 89 1 02 （14 5 ）

3 107 90 10 9 （13 0 ）

4 101 86 ． 97 （12 8 ）

5 102 94 10 1 （14 0 ）

6 97 9 1 10 0 （12 6 ）

7 10 5 92 12 7 （13 7 ）

8 12 4 1 11 13 6 （16 8 ）

9 9 1 84 10 7 （14 7 ）

10 10 8 103 13 9 （16 9 ）

11 1 11 98 12 8 （158 ）

12 1 12 106 125 （155 ）

13 1 11 96 10 6 （136 ）

14 10 6 94 1 16 （146 ）

15 10 7 95 95 （125 ）

16 104 9 4 109 （149 ）

1 7 88 8 4 106 （138 ）

以上17基の土坑の覆土を中心に述べてきたが、覆土は、上層はBBⅢ層に相当する黒褐色スコリア質土、

中層はSCⅢ層相当の黄褐色・褐色スコリア質土、もしくはSCⅢ層と第18層に相当するスコリア質ロー

ム層との混土、下層は第18層、もしくはSCⅢ層と第18層との混土の3層に大別でき、この覆土上部をSC

Ⅱ層が被覆しているという状況である。このことから、埋積過程における人為的な痕跡は認められず、

土坑は壁の自然崩落によって埋没したと考えられる。詳細については、後に発刊される『下原遺跡Ⅱ』

に掲載する予定である。

また、前述した初音ヶ原遺跡群では、土坑の掘り込み面であると考えられるBBⅢ層からの石器の出土

は皆無に等しかったのに対し、本遺跡並びに下原遺跡からは石器ブロックがそれぞれ1基検出されてい

る。土坑の用途については、生活域から土坑の構築場所が離れている例と、直近にある例と二つの異な

った調査報告があるため、今後慎重に検討していく必要がある。
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第Ⅴ章　調査の成果と課題

1　縄文時代

FB層は、1区は大半が、3区はFBa層が、それぞれ撹乱の影響を受け、消滅していた。遣物は、FBb

層が良好に残存していた3区を中心に出土している。土器は、型式分類が可能なものの中では、鵜ヶ島

台式と諸磯式が多くを占める。復元できたのは、鵜ヶ島台式の1点にとどまる。石器は、磨石・敲石・

石皿・台石が全体の36％を占める。このことから、住居跡が検出されていないことと合わせ、遺跡が植

物加工の場であった可能性も指摘できる。

2　旧石器時代

休場層以下BBO層からBBⅢ層までの各黒色帯において遺構・遣物が検出されている。休場層の石器

は、一部に集中する箇所はあるものの、散在的に遺存することからブロック単位の把握はしなかった。

石器の石材のうち44％を占める黒耀石については、箱根系の畑宿産のものが最も多く、全体の80％を占

め、剥片剥離作業が行われたと考えられる地点が1箇所確認されている。石核の出土は見られないため、

遺跡外に持ち出されたと考えられる。畑宿産以外の黒耀石については、剥片剥離が行われた痕跡は認め

られないため、製品・剥片として搬入されたと考えられる。黒耀石に次ぐ石材として選択されている頁

岩は、石核の点数が10点と多く、3区の北西部に集中して出土している。遺跡内では剥片剥離は行われ

ていないため、石核を遺跡外に持ち出し、剥片剥離を行った後、再度遺跡内に持ち込まれたと考えるの

が妥当だと思われる。各黒色帯から出土した石器については、黒色帯ごと出土点数は異なるが、器種に

は大きな差異は認められない。剥片剥離が行われた痕跡は認められず、石器は製品・剥片として遺跡内

に持ち込まれている。石材は、黒耀石と頁岩が主体である。黒耀石は、BB O層、BBI層、BBII層で

は、箱根系と信州系が搬入されているが、BBⅢ層では箱根系の搬入はなく、信州系の霧ヶ峰産と蓼科産

に限られるのが特徴である。

遺構は、BBⅢ層中に掘り込み面を持つと考えられる17基の土坑が注目される。土坑は、形状や深度が

類似する他、規則性をもって配列されていることなどから、同時期に構築されたものと考えられる。こ

れらの土坑は、検出当初陥し穴、貯蔵穴、土墳墓などの機能が考えられたが、覆土を検討した結果、自

然堆積により埋没している状況が窺えたため、土墳墓としての機能は否定された。陥し穴と貯蔵穴の機

能を考えた場合、土坑底部には、縄文時代の陥し穴に見られる逆茂木痕は検出されないが、規模と直線

状の規則性を持った配列から、陥し穴としての機能をもっていた可能性が高い。しかし、陥し穴とする

根拠にはやや乏しく、また、土坑の直近からは石器ブロックが検出されていることから、積極的な所見

にはしにくいことも事実である。『下原遺跡Ⅱ』では、縄文時代草創期の陥し穴と、旧石器時代の土坑の

全国・県下集成の中で、構造や配置形態等を探りつつ、愛鷹・箱根のBBⅢ層の石器群の集成も絡めなが

ら、土坑の性格付けを行っていく予定である。

なお、1区と3区に挟まる農道部分は、東駿河湾環状道の取り付け道路になる予定である。したがっ

て、工事に着手する際には、土坑の連続性から考えて、新たな土坑が検出される可能性があるため、追

加調査を実施する必要がある。
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出土石器一覧表
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標高m

147．258

147．966

148．043

148．052

148．238

148．56

148．906

148．821

145．689

146．952

147．72

147．875

152．021

152．398

151．03

151．587

152．122

150．18

152．411

151．133

150．417

149．855

149．208

149．761

147．166

148．257

149．798

149．828

149．84

149．806

149．755

149．444

149．753

149．749

152．179

152．331

151．307

152．541

151．303

151．007

151．005

151．194

150．474

149．93

149．994

150．817

151．412

150．75

150．401

150．616

150．744

150．545

150．141

149．654

149．554

149．447

149．736

149．427

149．472

149．333

14g．616

149．651

152．516

151．459

151．058

151．08

151．928

152．131

151．46

152．002

151．277

151．937

151．494

151．834

151．913

151．893

151．81

151．796

層位　　　　石材

撹乱　　　石英安山岩

撹乱　　　輝石安山岩

撹乱　一　輝石安山岩

撹乱　　　輝石安山岩

FB　　　輝石安山岩

FB　　過斑品質安山岩

FB　　　　玄武岩

FB　　　輝石安山岩

個体別 最大縦長mm最大横長m最大厚mm

l17．0　　　76．0　　　78．0

41．0　　　98．0　　　21．0

101．0　　　88．0　　　61．0
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KRM－4

WDT－4

KOZ1－3

WDT－3

測定不能

KOZ2－1

HTJ－3

KRM－4

KOZ1－2

KRM－1

KRM－3

KRM－3

HTJ－2

KSW－1

KRM－1

測定不能

KRM－3

KOZ1－3

グリッド遺物番号
I17　　　1

I17　　　2

I18　　　1

I18　　　2

J12　　　2

J12　　　3

J12　　　4

J12　　　5

J15　　　2　　YLU　　凝灰質頁岩

J16　　14　　YLU　　　黒耀石

J16　　1　YLU直上　　黒耀石

J17　　6　YLU直上黒色緻密安山岩

KlO I FB　　　　頁岩

K10　　　2　　　FB　　　輝石安山岩

K11　　2　　　FB　　　石英安山岩

K11　　3　　　FB　　　　黒耀石
K11　　4　　　FB　　　　玄武岩

K11　　5　　　FB　　　　玄武岩

K11　　6　　　FB　　　輝石安山岩

K11　　8　　　FB　　　　頁岩

K11　　9　　　FB　　　輝石安山岩

K12　　　2　　　FB　　多孔質安山岩

K12　　　3　　　FB　　　　黒耀石

K12　　　5　　　FB　　黒色緻密安山岩

K15　　4　YLU直上　　玄武岩

K16　　20　　　撹乱　　　　玄武岩
K17　　1　　　FB　　　　黒耀石

K17　　　2　　　FB　　　　黒耀石

K17　　　3　　　FB　　黒色緻密安山岩

K17　　　4　　　FB　　　　頁岩

K17　　　5　　　FB　　黒色緻密安山岩
K17　　　6　　　FB　　　　黒耀石

K17　　　7　　　FB　　多孔質玄武岩
K17　　　3　　　YLM　黒色緻密安山岩

Lll l FB　　　　頁岩

L11　　3　　　FB　　黒色緻密安山岩

L11　　4　　　FB　　　　玄武岩

L11　　5　　　FB　　　輝石安山岩
L11　　6　　　FB　　　輝石安山岩

L11　　7　　　FB　　　　　頁若

し11　　8　　　FB　　　輝石安山岩

L11　　9　　　YLU　　　　頁岩

L12　　　2　　　FB　　　輝石安山岩

L12　　　3　　　FB　　　　黒潅石

L12　　　4　　　FB　　　輝石安山岩
L12　　　6　　　FB　　　　黒耀石

L12　　　7　　　FB　　　　黒耀石

L12　　　8　　　FB　　黒色緻密安山岩

L12　　　9　　　FB　　黒色緻密安山岩

L12　　10　　　FB　　黒色緻密安山岩

L12　　11　　FB　　黒色緻密安山岩

L12　　12　　　FB　　　　珪質岩

L12　　13　　　FB　　　　玄武岩

L16　　1　　　FB　　　　黒耀石

L16　　　2　　　FB　　　　黒耀石

L16　　　5　　　FB　　　　黒耀石

L16　　　6　　　FB　　　　頁岩
L16　　　7　　　FB　　　輝石安山岩

L16　　　8　　　FB　　　輝石安山岩

L16　　　9　　　FB　　　輝石安山岩
L16　　10　　　FB　　　　玄武岩

L16　　11　　FB　　　溶結凝灰岩

Mll l YLU　　　　頁岩

M12　　1　　　FB　　　　黒耀石

M12　　　3　　　FB　　　輝石安山岩

M12　　　4　　　FB　角閃石輝石安山岩

M12　　　5　　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　　　6　　　FB　　　　黒耀石

M12　　　8　　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　　　9　　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　10　　　FB　　　輝線癖灰岩

M12　　11　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　　12　　　FB　　　　黒耀石

M12　　13　　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　　14　　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　　15　　　FB　　黒色緻密安山岩

M12　　16　　　FB　　　　黒耀石

M12　17　　　FB　　　　黒耀石



個体別石材

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒耀石

砂岩

黒耀石

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

玄武岩

輝石安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

輝石安山岩

頁岩

石英安山岩

頁岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒色緻密安山岩

黒堆石

黒色緻密安山岩

玄武岩

輝石安山岩

頁岩

黒耀石

黒耀石

玄武岩

グリッド遺物番号　層位

M12　　18　　　　FB

M12　　19　　　　FB

M12　　　20　　　FB

M12　　　21　　　FB

M12　　　22　　　　FB

M12　　　23　　　　FB

M12　　　25　　　FB

M12　　　26　　　　FB

M12　　　27　　　　FB

M12　　　28　　　FB

M12　　　29　　　　FB

M12　　　30　　　　FB

M12　　　31　　　FB

M12　　　32　　　　FB

M12　　　33　　　　FB

M12　　　34　　　　FB

M12　　　35　　　　FB

M12　　　36　　　　FB

M12　　　37　　　　FB

M12　　　38　　　　FB

M12　　　39　　　　FB

M12　　　40　　　　FB

M12　　　41　　　FB

M12　　　42　　　　FB

M12　　　43　　　　FB

M12　　　44　　　　FB

M12　　　46　　　　FB

M12　　　47　　　　F B

M12　　　48　　　　FB

表採

表採

衷採

器種　　最大縦長nm最大横長mm最大厚mm　重量g X座標m Y座標m　標高m

KOZ1－1

KRM－3

KOZ1－1

KRM－5

KOZ1－5

剥片　　　　36．0　　30．0　　14．0

剥片　　　19．0　　25．0　　　8．0

石銭　　　22．0　　（15）　　5．0

敲石　　　　81．0　　　77．5　　42．0

砕片　　　14．0　　11．0　　　4．0

楔形石器　　32．0　　38．0　　14．0

剥片　　　　35．0　　19．5　　11．0

剥片　　　　44．0　　39．0　　19．0

剥片　　　　40．5　　25．0　　16．5

剥片　　　　36．0　　22．0　　15．0

剥片　　　　40．5　　18．0　　　7．0

剥片　　　　42．5　　19．0　　　9．5
磨石　　　149．0　　86．5　　54．0

敲石・磨石　110．0　　98．0　　44．0

剥片　　　　49．0　　23．0　　13．0

剥片　　　　25．0　　　21．0　　　5．0

剥片　　　　56．0　　34．0　　16．0

剥片　　　　74．0　　　47．0　　24．5

剥片　　　　41．0　　　37．0　　10．0

剥片　　　　63．0　　30．0　　18．0
剥片　　　24．0　　20．0　　6．0

剥片　　　　57．0　　35．5　　17．5

剥片　　　　25．0　　15．5　　　3．5

剥片　　　　43．0　　17．5　　11．0

石銭　　　13．5　　　7．0　　（4．5）

剥片　　　　22．0　　19．0　　　6．0

13．3　　　33．58

3．8　　　35．48

（0．7）　31．66

296．5　　31．45

0．4　　　31．49

14．7　　　34．86

3．7　　　34．72

24．3　　　34．42

8．2　　　34．49

8．6　　　34．22

2．7　　　34．34

6．1　　　34．21

890．0　　33．28

694．0　　33．40

12．7　　　34．39

2．3　　　33．84

23．8　　　34．20

86．5　　　32．91

14．5　　　33．80

25．5　　　34．33

2．1　　　34．41

26．4　　　34．31

1．1　　　34．35

6．2　　　36．38

0．3　　　36．90

2．1　　　35．11

75．54　151．831

75．24　151．573

72．85　151．566

73．62　151．809

75．72　151．912

75．01　151．532

73．71　151．416

77．51　151．871

77．58　151．856

77．59　151．928

77．48　151．802

77．19　151．771

75．92　151．769

78．03　151．846

77．76　151．745

77．71　151．744

77．89　151．726

76．58　151．799

73．51　151．432

77．58　151．746

75．05　151．474

77．82　　151．7

77．48　151．656

71．96　150．997

71．75　150．99

71．68　151．032

敲石　　127．0　　92．0　　64．5　1065．0　35．46　　73・80　151・116

敲石・磨石　132．0　　91．0　　53．0　　890．0　　35．64　　73・84　151・115

石刃　　　32．0　　18．0　　7．5　　　3．7　　30・86　75・62151・691

石銀　　　16．0　　14．5　　3．0　　　0・4

石鎌　　　23．5　　18．0　　　7．0　　　2・0

敲石　　141．5　　87．0　　64．0　1075・0

－122－



重畳g X座標m Y座標m　標高m最大縦長m皿最大検長田最大厚皿

46．0　　　12．0　　13．5

25．0　　　18．0　　　4．0

42．0　　　29．0　　12．0

78．5　　　56．5　　　20．5

48．0　　　23．0　　16．5

9．0　　　　6．0　　　　2．0

87．5　　　80．0　　　53．0

42．0　　　53．0　　　66．0

48．5　　　33．5　　15．5

52．0　　　42．0　　19．5

51．0　　　25．5　　　7．5

99．0　　　76．0　　　41．0

146．0　　　75．0　　　34．0

93．0　　　81．0　　　64．0

105．0　　　51．5　　　30．0

55．5　　　31．0　　17．5

123．0　　102．0　　73．0

119．5　　　74．0　　　55．0

127．0　　　94．5　　　69．0

167．0　　　84．0　　　50．0

139．0　　　82．0　　　64．0

111．0　　　65．0　　　58．0

45．0　　　36．0　　17．5

133．5　　　95．0　　　53．0

38．0　　　55．0　　　51．0

46．0　　　60．5　　　65．0

32．0　　　69．0　　　75．0

45．0　　　72．0　　　66．0

30．0　　　55．0　　　78．0

32．0　　　56．0　　　57．0

116．5　　　97．5　　　49．0

117．0　　157．0　　42．0

134．5　　115．0　　60．0

50．0　　　41．5　　14．0

68．0　　110．0　　67．0

67．0　　126．0　　85．0

122．0　　　68．0　　　45．0

醐
〓
　
酔

H

K

5

3

HTJ－5

HTJ－7

HTJ－3

HTJ－5

HTJ－5

KRM－3

HTJ－5

HTJ－7

TTS－1

HTJ－5

WDT－2

KRM－3

WDT－2

KRM－3

4
　
5

一
一
T
 
J

D
 
T

W
 
H

岩

　

岩

垂
姉
別
輝

黒

グリッド遺物番号　層位

IlO I YLU

I16　　　1　　　YLU

I16　　　2　　　YLU

l16　　　4　　　YLU

l16　　　5　　　YLU

I16　　　6　　　YLU

l18　　　3　　　撹乱

JH l YLU

J11　　　2　　　YLU

J11　　　3　　　YLU

J11　　　4　　　YLU

J11　　　5　　　YLU

J11　　　7　　　YLU

J11　　　8　　　YLU

J11　　9　　YLU直上

Jll lO YLU直上

J11　11　YLU直上

J11　　12　　　YLU

J11　　13　　　YLU

J11　　15　　　YLU

J11　　16　　　YLU

J11　　17　　　YLU

J11　　18　　　YLU

J11　19　YLU直上

J12　　　1　　　YLU

J12　　　2　　　YLU

J12　　　3　　　YLU

J12　　　4　　　YLU

J12　　　5　　　YLU

J12　　　6　　　YLU

J12　　　8　　　YLU

J12　　　9　　　YLU

J12　　10　　　YLU

J12　　11　YLU直上

J12　　12　　　YLU

J12　　13　　　YLU

J12　　14　　　YLU

J12　　15　　　YLU

J12　　16　　　YLU

J12　　17　　　YLU

J12　　18　　　YLU

J12　　19　　　YLU

J12　　　20　　　YLU

J12　　　21　　YLU

J12　　　22　　　YLU

J12　　　23　　　YLU

J15　　　1　　　YLU

J16　　　2　　　YLU

J16　　　3　　　YLU

J16　　　4　　　YLU

J16　　　5　　　YLU

J16　　　6　　　YLU

J16　　　7　　　YLU

J16　　　8　　　YLU

J16　　　9　　　YLU

J16　　10　　　YLU

J16　　11　　YLU

J16　　12　　　YLU

J16　　13　　　YLU

J16　　15　　　YLU

J16　　16　　　YLU

J17　　　1　　　YLU

J17　　　2　　　YLU

J17　　　3　　　YLU

J17　　　4　　　YLU

J17　　　5　　　YLU

J17　　　7　　　YLU

KlO I YLU直上

K11　　　3　　　YLU

K11　　　5　　　YLU

K11　　　7　　　YLU

K11　　　8　　　YLU

K11　　　9　　　YLU

K15　　1　　YLU

K15　　　3　　　YLU

K16　　1　　YLU

K16　　　2　　　YLU

U

 

U

L

 

L

Y

 

Y

9
1
0

5
　
3

一
一

J

 

M

T

 

R

H

 

K

？
・〃
鮒
縮
鮒
鮒

ナ

123

5．5　　　17．71

1．0　　　　70．27

14．5　　　79．06

63．2　　　78．74

17．0　　　78．78

0．1　　　70．18

500．3　　　90．18

193．1　　29．26

22．1　　　25．14

30．9　　　25．72

10．2　　　24．93

399．5　　　21．94

620．0　　　25．86

38．69　150．874

39．49　145．407

38．88　146．933

38．51　146．892

38．61　146．689

38．33　145．127

36．17　147．316

49．16　149．512

45．57　149．917

49．11　150．061

42．22　149．975

49．26　150．779

48．76　149．970

439．6　　29．36　　48．62　149．407

131．1　　27．35　　48．03　149．656

17．0　　　29．14　　48．91149．451

1365．0　　21．63　　48．39　150．597

734．0　　28．73　　46．58　149．374

1240．0　　29．21　　43．59　149．094

1090．0　　28．02　　41．70　149．289

1066．0　　29．06　　46．24　149．245

535．5　　20．80　　49．74　150．964

13．0　　　29．98　　49．95　149．422

935．0　　20．42　　48．10　150．811

120．1　　34．67　　47．40　148．668

212．4　　32．39　　46．21148．771

257．5　　32．28　　44．95　148．750

275．1　　31．16　　49．00　148．575

145．8　　35．52　　47．84　148．618

130．6　　32．40　　46．18　148．776

1122．0　　32．88　　48．50　148．974

850．0　　32．48　　44．14　148．481

960．0　　31．38　　48．92　149．167

22．5　　　20．13　　49．46　149．557

474．0　　33．31　　47．07　148．807

493．0　　34．09　　46．48　148．706

359．2　　32．26　　47．16　148．817

98．0　　145．0　113．0　1952．0　　32．31　43．54　148．647

59．0　　　34．0　　14．0

118．0　　　97．0　　　48．0

125．0　　106．5　　67．0

135．0　　103．0　　56．0

109．0　　102．5　　50．0

146．0　　　79．0　　　70．0

35．0　　　73．0　　　56．9

32．0　　　86．5　　　72．0

58．5　　　24．0　　　28．0

25．0　　　16．0　　　6．0

23．0　　　14．0　　　4．0

12．0　　　10．0　　　4．0

11．0　　　　6．0　　　　3．0

25．0　　　19．0　　　6．0

6．5　　　　6．5　　　1．5

22．0　　　12．5　　12．0

45．5　　　37．0　　12．5

24．5　　　19．0　　13．0

23．5　　　13．0　　　5．0

36．5　　　20．0　　　9．0

21．0　　　18．0　　　5．0

56．0　　　34．0　　17．0

310．0　　157．0　135．0

27．0　　　16．5　　　5．5

19．0　　　12．0　　　3．0

28．0　　　12．5　　　5．5

28．0　　　10．0　　　4．0

23．0　　　13．5　　　8．0

32．0　　　13．0　　　5．0

114．0　　　92．0　　　66．0

113．5　　　74．5　　　52．0

174．0　　　96．0　　　54．0

20．9　　　35．17

743．8　　　32．07

1265．0　　35．49

1100．0　　33．60

817．8　　　33．22

1373．0　　32．90

225．7　　　32．96

215．5　　　35．44

27．7　　　67．81

1．6　　　　79．30

48．43　148．648

43．23　148．532

48．76　148．644

43．07　148．434

43．73　148．591

43．66　148．626

49．87　148．912

49．60　148．201

47．65　146．546

48．92　148．106

1．2　　　77．26　　41．51147．041

0．3　　　76．26　　48．47　147．744

0．1　　　76．99　　48．38　147．784

2．3　　　70．16　　44．54　146．306

0．0　　　72．50　　46．82　146．949

1．8　　　73．74　　48．90　147．366

22．9　　　73．54　　48．84　147．290

4．6　　　72．75　　48．67　147．171

0．9　　　　73．66

5．6　　　79．12

1．2　　　76．07

29．5　　　73．73

9500．0　　78．22

2．2　　　81．66

0．6　　　80．91

1．2　　　83．08

0．6　　　85．80

1．8　　　88．16

46．34　147．036

48．97　147．811

46．35　147．275

49．77　147．433

49．40　149．341

46．45　148．127

46．43　148．023

44．21　148．247

44．98　148．733

45．83　149．013

1．1　　　84．89　　40．76　147．917

500．1　19．87　　52．04　151．265

609．0　　27．52　　54．99　150．162

1300．0　　23．74　　55．84　150．897

51．0　　112．0　128．0　　828．0　　28．07　　50．00　149．868

47．5　　　53．0　　　50．0

123．0　　　87．0　　　43．0

31．0　　　30．0　　　8．0

28．0　　17．0　　　7．0

38．0　　14．5　　　7．0

91．5　　　79．5　　　53．0

17．5　　14．0　　　3．0

16．5　　　9．0　　　6．5

187．5　　28．00　　50．33　149．810

607．7　　25．98　　50．68　150．109

5．0　　　66．90　　54．80　147．832

2．4　　　67．38　　50．66　147．082

3．7　　　76．54　　53．42　148．391

530．0　　72．32　　51．94　147．794

0．7　　　78．97　　51．92　148．243

0．7　　　73．33　　51．17　147．797



器種　　最大縦長皿最大横長m皿最大厚皿　重畳g X座標m Y座標m　標高m個体別

HTJ－5

HTJ－3

KOZ1－4

KRM－2

HTJ－7

HTJ－5

測定不能

HTJ－3

HTJ－5

グリッド遺物番号

1．0　　　71．35　　50．82　147．448

6．0　　　71．05　　50．62　147．462

1．2　　　75．09　　50．68　147．813

0．7　　　88．12　　55．09　149．729

26．6　　　83．41　　52．72　148．617

16．9　　　83．08　　54．63　148．797

1．4　　　81．84　　50．64　148．327

4．9　　　82．79　　50．12　148．312

0．1　　　81．99　　56．93　149．059

1．4　　　81．08　　59．67　149．093

5．0　　　84．79　　56．49　148．974

57．23　149．123

61．62　150．686

61．74　150．680

62．93　152．146

69．19　151．835

68．97　151．791

63．07　151．710

63．11　151．882

2．1　　　83．07

1034．0　　28．34

780．0　　　28．40

145．0　　　20．10

1069．4　　23．29
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重畳g X座標m Y座標m　標高m

14．9　　　84．35　　54．46　148．446

0．7　　　84．59　　56．33　148．636

0．1　　　84．02　　55．74　148．541

最大縦長mm最大横長Ⅲ最大厚mm
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14．5　　　13．0　　　3．5
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25．0　　　11．0　　　4．0

23．0　　　14．0　　　7．0

93．5　　　87．5　　　32．0

43．0　　　25．0　　　9．0

31．0　　　26．5　　13．0

45．0　　　21．0　　　8．0

19．0　　　11．0　　　7．0

48．0　　　41．5　　14．0

20．0　　　19．0　　　4．0

17．0　　　　7．0　　　　3．0

27．0　　　34．5　　17．0

26．0　　　16．0　　　5．0

24．0　　　17．0　　11．5

25．5　　　13．5　　　7．0

48．0　　　19．0　　　14．5

11．0　　　　7．0　　　　2．0

13．5　　　10．0　　　4．0

28．5　　　11．0　　　4．0

40．0　　　69．5　　　63．0

22．0　　　24．0　　　6．0

62．0　　　37．0　　18．0

39．0　　　14．0　　　　7．0

30．0　　　10．5　　　9．0

16．0　　　　8．0　　　　3．0

27．0　　　13．5　　　4．5

17．5　　　13．0　　　5．0

23．0　　　21．5　　　5．5

27．0　　　15．0　　　7．5

87．0　　　15．0　　12．5

39．0　　　16．0　　　9．0

63．0　　　27．0　　13．5

29．0　　　12．5　　　6．5

28．0　　　19．5　　　5．5

29．0　　　25．5　　14．0

26．0　　　19．0　　　7．0

21．0　　　　8．0　　　　4．0

38．0　　　38．0　　　9．0

35．0　　　25．0　　　8．0

26．0　　　27．0　　　7．5

34．0　　　40．5　　19．0

33．0　　　22．5　　10．0

12．0　　　　9．0　　　　4．0

10．5　　　　6．5　　　　3．0

5．0　　　　4．0　　　1．0

11．5　　　　5．0　　　　2．0

6．0　　　　3．0　　　　2．0

66．0　　　33．0　　15．0

57．0　　　36．5　　13．5
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41．0　　　18．5　　　4．0

19．0　　　18．0　　　4．0
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HTJ－7

HTJ－3
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HTJ－3

KMT－1

HTJ－3

HTJ－5
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測定不能

KRM－3
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グリッド遣物番号
I16　　　22

I16　　　23

I16　　　24

116　　　25

I17　　　1

J16　　　1

J16　　　2

J16　　　3

J16　　　4

J16　　　5

J16　　　6

J17　　　1

L16　　　1

L16　　　2

L16　　　3

L16　　　4

L16　　　5

L17　　　1

G17　　　1

G17　　　　2

G17　　　3

G17　　　4

G17　　　5

G17　　　　6

G17　　　　7

G17　　　　8

H16　　　2

H16　　　4

H16　　　5

H16　　　6

I16　　　2

116　　17

J16　　　1

J16　　　2

K17　　　1

L17　　　1

票
m
m
m
m
m
m
…
m
m
m
m
…
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
軌
軌
m
m
m
m
m
m

個体別

KSW－3

KSW－2

TTS－3

石材 器種　　最大縦長mm最大横長m皿最大厚mn

剥片　　　　26．0　　19．0　　　8．0

剥片　　　18．0　　19．0　　　3．0
剥片　　　　20．0　　12．5　　　5．0

台石　　　179．0　173．5　　55．0

剥片　　　　25．0　　　22．0　　　7．0
削器　　　　62．0　　　22．0　　11．0

剥片　　　　38．0　　　22．0　　11．5

石刃　　　　76．0　　　32．0　　18．0

磨石　　　　72．0　　　46．0　　16．0
剥片　　　　32．5　　19．0　　　7．0

剥片　　　　28．0　　16．0　　　9．0

剥片　　　　67．0　　　39．0　　21．5
剥片　　　　69．5　　　47．0　　24．0

剥片　　　　60．0　　　38．5　　20．0

剥片　　　　50．0　　　23．0　　14．0
剥片　　　　45．0　　　31．0　　13．5

剥片　　　　38．0　　　36．0　　11．0

剥片　　　　64．0　　　48．0　　19．0
削器　　　　37．0　　　26．5　　15．0

剥片　　　　42．0　　　22．5　　　8．0

剥片　　　　61．0　　　35．0　　12．0

石刃　　　　82．0　　　46．5　　16．0
剥片　　　　38．8　　19．0　　　9．5

剥片　　　　54．0　　　32．0　　　8．0

剥片　　　　55．0　　　39．0　　　9．0
剥片　　　　89．5　　　51．5　　24．0

ナイフ　　　　24．5　　11．5　　　6．0

打面再生剥片　　51．0　　　30．0　　17．0

剥片　　　　63．0　　　53．5　　18．0

剥片　　　　53．0　　　23．5　　12．5
削器　　　　42．5　　　28．5　　11．0

石核　　　　50．0　　　78．5　　34．0

剥片　　　　28．5　　　22．5　　　6．0

剥片　　　　35．5　　　24．0　　10．5

剥片
剥片　　　　42．0　　　27．0　　12．0
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KSW－3

TTS－6

TTS－6

KRM－4

重畳g X座標m
3．0　　　　72．67

0．8　　　74．21

0．5　　　　76．93

2245．0　　74．90

2．7　　　83．32

13．1　　　76．56

8．6　　　76．77

29．9　　　76．70

62．8　　　76．58

3．0　　　78．05‾

3．4　　　74．20

45．8　　　84．16

82．9　　　79．84

30．4　　　79．77

12．4　　　79．58

16．3　　　71．02

15．1　　　77．81

53．1　　　83．09

11．0　　　81．96

7．5　　　82．53

19．7　　　82．35

52．4　　　82．35

5．7　　　82．27

12．4　　　81．74

20．7　　　81．72

101．7　　　81．73

1．0　　　78．28

22．0　　　76．14

65．2　　　74．48

11．9　　　74．48

10．5　　　77．12

99．4　　　75．68

2．5　　　76．46

6．6　　　76．55

87．50

16．4　　　70．81

Y座標m　標高m

38．36　144．955

38．05　144．974

36．97　145．241

37．88　144．934

38．73　145．983

43．49　145．561

42．68　145．541

42．44　145．512

42．81　145．525

47．28　145．904

42．41　145．327

46．99　146．710

65．41　147．898

65．65　147．897

65．81　147．896

66．01　147．892

65．16　147．742

63．67　147．912

18．41　144．052

16．39　143．618

16．21　143．673

16．65　143．732

16．58　143．717

16．87　143．631

16．87　143．630

15．57　143．351

22．28　143．877

28．15　144．355

27．80　143．954

27．69　143．622

36．44　145．030

34．80　144．559

42．06　145．170

43．21　145．351

57．70　147．659

65．38　147．705
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黒

頁

黒



出土礫一覧表



J



標高m

146．946

146．972

149．434

150．503

149．887

148．979

146．778

146．683

146．974

148．024

147．992

148．122

148．863

150．926

150．127

151．136

147．3

147．452

148．025

147．767

149．518

149．669

149．608

149．601

149．619

149．619

149．616

149．609

149．56

149．581

149．568

148．851

150．867

151．749

150．951

152．394

150．314

150．066

149．817

150．452

150．475

150．298

150．181

149．498

149．65

151．865

152．283

146．752

146．709

146．748

146．772

147．618

148．965

148．642

148．623

148．557

148．888

149．013

148．984

149．0g6

148．984

149．518

149．158

148．79

148．75

148．716

148．498

148．684

148．666

145．556

145．556

145．47

145．543

蜘
雷
8
4
霊
…
…
三
1
3
3
霊
蓋
黒
岩
三
甲
…
霊
慧
豊
芸
…
豊
川
三
三
惹
4
9
6
3

グリッド　遺物番号　　　石材　　　　層位
－　　　　　　－

日6　　　1　　　輝石安山岩　　YLU

I16　　　2　　　輝石安山岩　　YLU
Jll l　　過斑品質安山岩　YLU

J11　　　2　　　輝石安山岩　　YLU
J11　　　3　　　輝石安山岩　　YLU

J12　　　4　　　輝石安山岩　　YLU
J15　　　3　　　輝石安山岩　　YLU
J16　　　1　　　輝石安山岩　　YLU

J16　　　2　　　多孔質玄武岩　YLU

J17　　　1　　　輝石安山岩　　YLU
J17　　　2　　　石質凝灰岩　　YLU

J17　　　3　　　角閃石安山岩　YLU
J17　　　4　　　　玄武岩　　　YLU
K11　　　3　　　石英安山岩　　YLU

K11　　　4　　　　玄武岩　　　YLU
K11　　　5　　　多孔質玄武岩　YLU

K15　　　1　　　輝石安山岩　　YLU
K15　　　2　　　輝石安山岩　　YLU
K16　　　1　　　　玄武岩　　　YLU

K16　　　3　　　　玄武岩　　　YLU
K16　　　4　　　　玄武岩　　　YLU
K17　　12　　　　玄武岩　　　YLU

K17　　　20　　　輝石安山岩　　YLU
K17　　　21　　輝石安山岩　　YLU

K17　　　22　　多孔質玄武岩　YLU
K17　　　23　　　輝石安山岩　　YLU

K17　　　24　　多孔質玄武岩　YLU
K17　　　25　　　輝石安山岩　　YLU

K17　　　26　　　輝石安山岩　　YLU
K17　　　27　　　　玄武岩　　　YLU

K17　　　28　　　輝石安山岩　　YLU
K17　　　32　　　輝石安山岩　　YLU
Lll l　　　輝石安山岩　　YLU
L11　　13　　　輝石安山岩　　YLU

L11　　15　　　輝石安山岩　　YLU
L11　　17　　角閃石安山岩　YLU

L12　　　9　　　多孔質玄武岩　YLU
L12　　13　　　輝石安山岩　　YLU
L12　　19　　　輝石安山岩　　YLU
L12　　　42　　　石英安山岩　　YLU
L12　　　43　　　　玄武岩　　　YLU

L12　　　58　　多孔質玄武岩　YLU
L16　　　21　　　　玄武岩　　　YLU
L17　　　1　　　　玄武岩　　　YLU

L17　　　2　　　石英安山岩　　YLU
M11　　13　　　輝石安山岩　　YLU

M11　　14　　　輝石安山岩　　YLU
J15　　　1　　　　玄武岩　　　YLM
J15　　　2　　　　玄武岩　　　YLM

J15　　　4　　　輝石安山岩　　YLM
J15　　　5　　　輝石安山岩　　YLM
J17　　　5　　　輝石安山岩　　YLM

K17　　　34　　　熔結凝灰岩　　YLM
K17　　　36　　　輝石安山岩　　YLM
K17　　　37　　　熔結凝灰岩　　YLM

K17　　　39　　　熔結火砕岩　　YLM
L15　　　3　　　　玄武岩　　　YLM

L15　　　4　　　　玄武岩　　　YLM
L15　　　6　　　輝石安山岩　　YLM

L15　　　7　　　輝石安山岩　　YLM
L15　　　8　　過斑品質安山岩　YLM
L17　　　3　　　熔結凝灰岩　　YLM

L17　　　4　　　輝石安山岩　　YLM

L15　　　9　　　多孔質玄武岩　YLL
L15　　　10　　　　玄武岩　　　YLL
L15　　11　　多孔質玄武岩　YLL

L15　　　12　　　輝石安山岩　　YLL
L15　　　5　　　　玄武岩　　　YLL
L16　　　34　　　輝石安山岩　　BBO

I16　　　1　　　　玄武岩　　　BBI
I16　　　　2　　　　玄武岩　　　BBI

I16　　　3　　　輝石安山岩　　BBI
I16　　　4　　　　玄武岩　　　BBI

74

5

9
　
4
　
8
　
－
・
0
　
7

7

5
6
7
2
6
－
5

93

71

70

65

66

‖
5
2
6
・

5
90
50
m
明

1
129



蜘
一
票
憲
1
。
・
…
…
…
誓
芸
霊
霊
貰
票
㌃
5
7
憲
意
1
。
。
6
2

憲
J

1
6
m
相
川
‖
6
I16
霊
‖
6
日
6
冊
霊
霊
霊
‖
6
日
6
m
川
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
霊
…
冊

讐
6

石材　　　　層位‾

輝石安山岩　　BBI

シルト質砂岩　BBI

最大幅皿・最大厚皿

豊
霊
3
7
讐
芸
品
鍋
讐
芸
5
。
霊
芸
9
9
5
1
票
の
霊
∽
崇
雲
5
。
票
完
璧
器

5

1
7
6
竺
黒
雲
芸
這
5
4
4
5
霊
4
8
票
青
空
芸
1
2
。
霊
霊
霊
霊
芸
豊
霊
1
3
。
完
6
2

1

3　　　角閃石安山岩　BBI

6　　　輝石安山岩　　BBI

7　　　輝石安山岩　　BBI

8　　　輝石安山岩　　BBI

l　　　輝石安山岩　　BBⅡ

2　　　　玄武岩　　　BBⅡ

3　　　多孔質玄武岩　BBⅡ

4　　　多孔質玄武岩　BBⅡ

5　　　輝石安山岩　　BBⅡ

6　　　　玄武岩　　　BBⅡ

7　　　多孔質玄武岩　BBⅡ

8　　　多孔質玄武岩　BBⅡ

9　　　多孔質玄武岩　BBⅡ

10　　多孔質玄武岩　BBⅡ

11　　輝石安山岩　　BBⅡ

12　　　　玄武岩　　　BBⅡ

13　　　　玄武岩　　　BBⅡ

14　　　輝石安山岩　　BBⅡ

15　　　輝石安山岩　　BBⅡ

5　　　　玄武岩　　　BBⅡ

6　　　石英安山岩　　BBⅡ

7　　　輝石安山岩　　BBⅡ

8　　　輝石安山岩　　BBⅡ

9　　　角閃石安山岩　BBⅡ

11　　　玄武岩　　　BBⅡ

12　　　　玄武岩　　　BBⅡ

13　　　　玄武岩　　　BBⅡ

14　　　輝石安山岩　　BBⅡ

15　　　輝石安山岩　　BBⅡ

1　　　石英安山岩　　BB皿

2　　　多孔質玄武岩　BBⅢ

2　　　　玄武岩　　　BBⅢ

4　　　石英安山岩　　BBⅢ

5　　　石英安山岩　　BBⅢ

10　　多孔質玄武岩　SCⅢbl



写真図版



図版1

1　調査区発掘前近景（南より）

2　基本土層 3　基本土層（分層後）



図版　2

1　縄文層遺物出土状況（乗より）

2　縄文土器（鵜ヶ島台式）出土状況（東より）



図版　3

1　BBI層石器ブロック検出状況（北より）

2　BBⅡ層Aブロック検出状況（北より）



図版　4

1　BBⅡ層石器ブロック検出状況（西より） 2　BBⅡ層2号土坑層断面（南より）

3　BBⅡ層3号土坑土層断面（南より）



図版　5

1BBⅡ層9号土坑検出状況（北西より）

2　BBⅡ層4号（左）・5号（右）土坑土層断面（東より）



図版　6

1　BBⅡ層1号土坑完掘状況（北より）

2　BBⅢ層土坑遠景（南より）



縄文時代の石器



図版　8

良二’

FB層石核



FB層敲石



図版10

FB層敲石・磨石・凹石



図版11
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FB層敲石・磨石



図版12

FB層台石・石皿



図版13



図版14



図版15

1　縄文土器3

2　縄文土器復元資料



図版16
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図版17
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YL層出土石器



図版18

YL層石核1



図版19

YL層石核2



図版20

諷意

YL層石核3



図版21

YL層敲石・凹石



図版22

YL層敲石・凹石



図版23

YL層磨石



図版24
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YL層敲石・磨石



図版25

1　YL層敲石・磨石

2　YL層黒色緻密安山岩原石



図版26
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BBO層・BBI層出土石器



図版27

柳
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BBⅡ層・BBⅡ層出土石器



図版28

1　YL層接合資料1

2　BBⅡ層接合資料

4　BBⅢ層石核

3　YL層接合資料2

5　BBⅡ層台石



発掘調査参加者

桜井　富夫　　島村　栄一　　下山　　貢　　鈴木　秋夫　　鈴木　　武　　鈴木富士夫

高原　恒男　　高梨　　孝　　武士　晴信　　土屋　俊一　　土屋　　正　　土屋　義春

富田　昌之　　西島　　茂　　広瀬　　孝　　森嶋富士夫　　山口　　尚　　渡辺　秋夫

渡辺　勝藤　　秋元　慧子　　阿部　晴美　　小川とし江　　小野　ナツ　　後藤　俊江

柴田美佐子　　福島とき子

整理参加者

菅野みと子　　鈴木　里江　鈴木　輝美　　高田みゆき　　高橋　裕子　　森嶋富士夫

・石器の実測・トレースは、小野千賀子・鈴木里江・鈴木輝美・高橋裕子が行った。

・石器の石材別・個体別分類は、森嶋富士夫が行った。
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